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週
末
に
は
若
手
を
中
心
と
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た

ち
が
、
ま
ち
な
か
を
ス
テ
ー
ジ
に
音
楽
を
奏
で
る
高
崎

で
は
、
高
崎
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
バ
ル
、
高
崎
音
楽

祭
、
戦
前
か
ら
続
く
市
民
美
術
展
覧
会
、
高
崎
映
画
祭

と
い
っ
た
、
市
民
主
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
芸

術
・
文
化
活
動
が
盛
ん
で
す
。
中
で
も
地
方
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
の
草
分
け
的
な
存
在
「
群
馬
交
響
楽
団
」
は
、
高
崎
の

芸
術
・
文
化
を
象
徴
す
る
も
の
。
群
響
の
愛
称
で
、
多

く
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

は
、
戦
後
の
荒
廃
の
中
で
、
音
楽
好
き
な
若
者
た
ち
に

よ
っ
て
産
声
を
上
げ
た
高
崎
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
そ

の
始
ま
り
。
以
来
幾
多
の
苦
境
を
乗
り
越
え
、
地
域
に

根
差
し
た
演
奏
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
１
９
６
1

年
に
は
、
と
き
の
市
民
に
よ
る
寄
付
に
も
支
え
ら
れ

て
、
そ
の
活
動
拠
点
と
し
て
群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
が
築

か
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
58
年
の
時
を
経
た
、2
0
1
9

年
9
月
、「
高
崎
芸
術
劇
場
」が
誕
生
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
オ

ペ
ラ
、
ポ
ッ
プ
ス
、
能
・
狂
言
、
歌
舞
伎
な
ど
、
多
彩
な

公
演
が
可
能
と
な
っ
た
最
新
鋭
の
ホ
ー
ル
は
、
新
た
な

群
響
の
活
動
拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
歴
史

と
精
神
を
継
承
し
、
こ
れ
か
ら
の
高
崎
の
芸
術
・
文
化
が

華
開
く
場
所
と
な
り
ま
す
。

市
民
が
育
ん
で
き
た
も
の

芸
術
・
文
化
を
創
造
し
続
け
る
街

 ―　T h e  c i t y  w h e r e  c u l t u r e  l i v e s . 　―

The Gunma Symphony Orchestra
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Theme 01

Takasaki, where citizen-led artistic and cultural activities flourish. Home to the Takasaki Marching 
Festival, the Takasaki Music Festival, and the Gunma Symphony Orchestra (GunKyo), a symbol of 
our art and culture.  Amid Japan’s post-war economic devastation, the Takasaki Citizens' Orchestra 
was founded by young music lovers. Its base, the Gunma Music Center, was built in 1961 thanks to 
donations from citizens. 58 years later, in September 2019, the Takasaki City Theatre was born. As 
GunKyo’s new base, this cutting-edge hall also hosts performances of classical, pop, and other music.

Nurtured by its citizens
Continuously producing art and culture

T a k a s a k i  M a r c h i n g  F e s t i v a l
高崎マーチングフェスティバル

T a k a s a k i  C i t y  T h e a t r e
高崎芸術劇場

S t r e e t  M u s i c
ストリートミュージック
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歓
喜
の
歌
で
幕
開
け

歓
喜
の
歌
で
幕
開
け
「「
高
崎
芸
術
劇
場

高
崎
芸
術
劇
場
」」

多くの市民の祝福を受けた
　　　　　　　　劇場の門出。

国
内
最
高
水
準
の
設
備
を

兼
ね
備
え
た
劇
場

高
崎
芸
術
劇
場
は
、
大
劇
場
、
ス
タ
ジ

オ
シ
ア
タ
ー
、
音
楽
ホ
ー
ル
の
3
つ
の
舞

台
、
リ
ハ
ー
サ
ル
ホ
ー
ル
、
レ
ッ
ス
ン

ル
ー
ム
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

最
寄
り
の
高
崎
駅
か
ら
は
、
徒
歩
約
5

分
と
い
う
好
立
地
で
す
。
東
京
、
信
越
、

北
陸
か
ら
は
新
幹
線
で
直
通
。
ペ
デ
ス
ト

リ
ア
ン
デ
ッ
キ
も
整
備
し
、
高
崎
駅
か
ら
直

接
劇
場
へ
向
か
え
ま
す
。
市
民
だ
け
で
な

く
、
全
国
か
ら
聴
衆
が
集
ま
る
、
高
水
準

の
設
備
を
備
え
た
ホ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
崎
芸
術
劇
場
は
、
芸
術
文
化
を
通
じ

て
、
全
国
、
海
外
の
人
々
が
交
流
す
る
新

し
い
拠
点
。
高
崎
市
が
群
馬
音
楽
セ
ン

タ
ー
を
通
じ
て
育
ん
で
き
た
歴
史
を
受
け

継
ぎ
、
新
た
な
文
化
を
創
造
す
る
大
き
な

原
動
力
と
な
り
ま
す
。

音楽ホール
群馬県内初となる本格的な音楽専用
ホール。リサイタルや室内楽に最も
適した412席の空間で、どの座席か
らも舞台が近くに感じられ、鑑賞の
しやすさにも配慮。木の温もりを感
じながら、極上の響きを堪能できる
音楽空間です

CONCERT HALL STUDIO THEATRE GRAND THEATRE

スタジオシアター
舞台を３間、５間、７間と奥行きなど
を変化させることができます。客席
まで全てフラットにした平土間にも
変更可能。イベントに合わせて自由
な空間を演出。ロックコンサートな
どのスタンディングイベントでは最
大で1,000人が収容できます

大劇場
国内最大級の舞台を誇る多目的ホー
ル。オーケストラはもちろん、オペ
ラ、バレエ、ミュージカル、歌舞伎、
ポップス、ジャズ、ロックなど幅広い
音楽や舞台芸術を行え、劇場舞台機
構、音響、照明も最新で高機能な設備
を備えています

２
0
1
9
年
に
開
館
し
た
高
崎
芸
術
劇
場
。

オ
ー
プ
ン
記
念
演
奏
会
で
は

群
馬
交
響
楽
団
に
よ
っ
て

60
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
演
奏
さ
れ
続
け
て
き
た

高
崎
市
民
に
と
っ
て
特
別
な
曲

歓
喜
の
歌
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ
る

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の「
第
九
」が
奏
で
ら
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
全
体
に
響
き
渡
っ
た

高
崎
第
九
合
唱
団
の
約
3
0
0
人
と

世
界
的
な
ソ
リ
ス
ト
ら
の
力
強
い
歌
声
。

こ
の
日
会
場
に
集
ま
っ
た

約
4
0
0
0
人
の
市
民
ら
は

新
た
な
芸
術
文
化
の
拠
点
の
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。

演
奏
終
了
後
に
は

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
沸
き
起
こ
り

高
崎
の
音
楽
の
歴
史
に

新
た
な
ペ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
た
瞬
間
と
な
り
ま
し
た
。

Opened in 2019, the Takasaki City Theatre has a rehearsal hall and three stages: the Grand Theatre, 
the Studio Theatre, and the Concert Hall. The Grand Theatre boasts one of Japan's largest stages 
and highly sophisticated facilities. It can host a wide range of music and performing arts events. The 
Studio Theatre is a free performing space that seats up to 1,000 people, and the Concert Hall, the 
prefecture’s first such full-scale facility, has excellent acoustics. 
The Takasaki City Theatre is a new hub where art and culture unite people from around the country 
and the world. With the historical legacy of the Gunma Music Center, Takasaki will serve as a great 
driving force to create new culture.

Takasaki City Theatre
Begin with “Ode to Joy”

ビュッフェも備えた大劇場のホワイエ
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一流の芸術に出合い一流の芸術に出合い
  極上の感動を味わう  極上の感動を味わう

 全国でも珍しい吊り下げ式の屋根付き舞台の能舞台公演スタジオシアターで行われた、個性派俳優が出演した演劇鬼才ピアニスト イーヴォ・ポゴレリッチのリサイタル サーカスとオーケストラが融合した「シルク・ドゥラ・シンフォニー」

イタリアから招聘した歌劇団による、大劇場でのオペラ「椿姫」の公演地元コミュニティーラジオが高崎にゆかりのあるアーティストを招いて開催したトーク＆ライブイベント

世
界
が
集
う
場
所
で

こ
こ
に
し
か
な
い
芸
術
を
創
出

高
崎
芸
術
劇
場
の
開
館
以
来
、
す
で
に

多
く
の
公
演
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界

最
高
峰
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
イ
タ
リ
ア
の
名

門
歌
劇
場
の
オ
ペ
ラ
公
演
な
ど
、
世
界
で

活
躍
す
る
グ
ル
ー
プ
や
演
奏
家
の
公
演
か

ら
、
地
元
出
身
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
コ
ン

サ
ー
ト
ま
で
、
高
崎
芸
術
劇
場
な
ら
で
は

の
演
目
を
実
現
。
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
に
親

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
音
楽
だ
け
で
な

く
、
演
劇
、
映
画
、
文
芸
、
お
笑
い
な
ど

多
種
多
様
な
分
野
の
見
ご
た
え
の
あ
る
公

演
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
ホ
ー
ル
は
生
き
物
で
す
。
高
崎
芸
術

劇
場
の
音
は
ま
だ
固
い
。
こ
れ
か
ら
公
演

を
重
ね
て
い
き
、
演
奏
者
と
観
客
、
劇
場

ス
タ
ッ
フ
で
、
こ
の
劇
場
な
ら
で
は
の
音

を
作
っ
て
い
く
の
で
す
」。
高
崎
芸
術
劇

場
で
タ
ク
ト
を
振
っ
た
指
揮
者
が
、
群
響

の
公
演
後
に
語
っ
た
言
葉
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
こ
の
舞
台
で
、
ど
ん
な
芸

術
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
を
市

民
や
聴
衆
が
ど
う
感
じ
応
え
て
い
く
の

か
。
そ
の
過
程
で
、
高
崎
の
文
化
や
芸
術

活
動
が
さ
ら
に
盛
ん
に
な
り
、
市
民
の
感

性
が
磨
か
れ
、
ま
ち
の
進
化
に
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

The many unique events held since the Takasaki City Theatre’s opening range from concerts by 
local artists and international performers alike, to spectacular performances in theatre, film, literature, 
comedy, and other fields.  
What kind of art will unfold on this stage? How will audiences react? We expect it will lead the culture 
and art of Takasaki to prosper, further developing the sensibilities of its people and causing the city to 
evolve.

Experience first-class art and ultimate excitement
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力
を
も
ら
え
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
。「
実

は
個
人
的
に„
移
動
音
楽
教
室
“と
い
う
名

称
は
あ
ま
り
気
に
入
っ
て
い
な
い
ん
で
す

よ
。
観
客
が
子
ど
も
た
ち
で
も
、
き
ち
ん

と„
演
奏
会
“と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
話
す
小
林
さ
ん
。「
子
ど
も
扱
い

し
な
い
で
、
ひ
た
む
き
に
演
奏
す
る
。
そ

う
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
必
ず
耳
を
傾

け
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
音
楽
を

愛
す
る
人
が
生
ま
れ
て
く
れ
る
と
、
う
れ

し
い
で
す
ね
」。

市
民
の
応
援
で

群
響
を
国
内
最
高
峰
の
水
準
に

「
日
本
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
東
京
や
大

阪
な
ど
大
都
市
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
、
地
方
都
市
で
あ
る
高
崎
に
と
っ

て
群
響
の
存
在
は
本
当
に
貴
重
で
す
」。

市
民
が
公
演
に
足
を
運
び
、
地
元
企
業
か

ら
の
応
援
が
加
わ
れ
ば
、
群
響
は
輝
き
を

一
層
増
し
、
東
京
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
肩

を
並
べ
る
こ
と
が
で
き
る
と
小
林
さ
ん
は

語
り
ま
す
。
ま
た
、
群
響
の
活
動
だ
け
に

留
ま
ら
ず
、
市
民
が
音
楽
に
触
れ
る
機
会

を
も
っ
と
増
や
せ
な
い
か
と
小
林
さ
ん
は

考
え
を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。

「
高
崎
市
の
音
楽
監
督
と
い
う
役
割
が

あ
れ
ば
受
け
た
い
で
す
ね
」。
小
林
さ
ん

ま
だ
ま
だ
進
化
の
途
上

高
崎
芸
術
劇
場
×
群
響

「
高
崎
芸
術
劇
場
は
非
常
に
良
い
ホ
ー

ル
で
す
よ
。
で
も
、
も
っ
と
素
晴
ら
し
い

音
が
響
く
は
ず
で
す
」。
芸
術
劇
場
で
初

め
て
指
揮
を
執
っ
た
小
林
さ
ん
は
こ
う
振

り
返
り
ま
す
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
専
用
で
は
な

く
、
多
目
的
ホ
ー
ル
の
大
劇
場
。
こ
こ

で
、
ど
う
し
た
ら
聴
衆
の
心
を
打
つ
演
奏

が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
を
群
響
と
小
林
さ

ん
と
で
日
々
、
追
及
し
て
い
る
の
で
す
。

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
天
才
の
集
ま
り
で

す
。
天
才
の
演
奏
は
、
ホ
ー
ル
を
凌
駕
し

ま
す
。
で
き
な
い
の
は
、
指
揮
者
の
責

任
」
と
言
い
切
る
小
林
さ
ん
。「
9
月
の
公

演
で
は
聴
衆
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
満
足
は
し
て
い
ま

せ
ん
。
観
客
全
員
が
総
立
ち
に
な
る
演

奏
が
私
の
究
極
の
狙
い
で
あ
り
、
願
い

で
す
」。
穏
や
か
な
笑
み
を
浮
か
べ
な
が

ら
、
力
強
い
口
調
で
語
り
ま
す
。

ひ
た
む
き
な
演
奏
は

子
ど
も
た
ち
に
必
ず
届
く

群
響
の
活
動
の
一
つ
に
群
馬
県
内
の
小

中
学
生
を
対
象
と
し
て
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

に
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
開
か
れ
る

「
移
動
音
楽
教
室
」が
あ
り
ま
す
。
小
林
さ

ん
は
そ
こ
で
、
演
奏
だ
け
で
な
く
、
音
楽

に
ま
つ
わ
る
色
々
な
こ
と
を
ざ
っ
く
ば
ら

ん
に
語
り
合
い
た
い
と
い
う
思
い
を
抱
い

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
小
林
さ
ん
が
幼
少
の
こ
ろ
に

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
九
を
聞
い
て
涙
を
流

し
た
こ
と
、
苦
し
い
と
き
人
は
音
楽
か
ら

群
響
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
林 
研
一
郎
さ
ん

演
奏
で
つ
む
ぐ
心
の
語
ら
い
が

未
来
を
つ
く
る
ん
で
す

”

“
1940年福島県いわき市生まれ。東京藝術大学音楽学部作
曲科・指揮科の両科を卒業。第1回ブダペスト国際指揮者
コンクール第1位、特別賞受賞。
ハンガリー国立フィル、チェコ・フィルなど数々の海外
オーケストラの日本公演や、日本フィルなどの海外公演
を成功へと導く。2013年に旭日中綬章、ハンガリーでは
大十字功労章（同国最高位の勲章）、ハンガリー文化大使
など数々の勲章や称号が授与されている。
現在、群響ミュージック・アドバイザー、日本フィル桂冠
名誉指揮者、ハンガリー国立フィル桂冠指揮者、読売日
響特別客演指揮者や東京文化会館音楽監督などを務める。

小林 研一郎／こばやし けんいちろう

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
炎
の
コ
バ
ケ
ン
」
の
愛
称
で
知
ら

れ
る
世
界
的
指
揮
者
・
小
林
研
一
郎
さ

ん
が
、2
0
1
9
年
4
月
に
群
馬
交
響

楽
団
（
群
響
）
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
就
任
し
ま
し
た
。
群
響

の
新
し
い
本
拠
地
・
高
崎
芸
術
劇
場
で

の
演
奏
、
音
楽
と
子
ど
も
た
ち
、
こ

れ
か
ら
の
群
響
に
つ
い
て
話
を
聞
き

ま
し
た
。

Kenichiro Kobayashi

The Gunma Symphony Orchestra

の
音
楽
に
対
す
る
情
熱
が
、
音
楽
の
あ
る

街
・
高
崎
を
進
化
さ
せ
て
く
れ
る 

― 

そ
ん
な
期
待
に
夢
は
膨
ら
み
ま
す
。

※
取
材
日
／
2
0
2
0
年
2
月
1
日

　
組
織
名
・
肩
書
は
当
時
の
も
の
で
す
。
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文化が息づく街 文化が息づく街

広
が
る
高
崎
ブ
ラ
ン
ド

変
革
を
続
け
る
都
市
力

暮
ら
し
に
心
地
良
さ
を

資
料

文
化
が
息
づ
く
街

ス
ポ
ー
ツ
の
力
、市
民
の
力

The city is home to three well-known events with fans across the country: the Takasaki Film Festival, 
the Takasaki Marching Festival, and the Takasaki Music Festival. There is no other regional city in 
Japan whose citizens continuously hold such events.
Tago Studio Takasaki is a municipally operated professional recording studio, a rarity in Japan. The 
artists who use it hold free concerts for citizens and promote the city on social media.
Takasaki continues to strive to make young people’s dreams come true and to increase the number of 
musicians and enhance its brand power.

A creative city of art and exchange

創
造
力
に
満
ち
た

創
造
力
に
満
ち
た

芸
術
交
流
都
市

芸
術
交
流
都
市

個
性
的
な
芸
術
性

市
民
主
導
の
3
大
イ
ベ
ン
ト

高
崎
市
に
は
、
全
国
的
に
知
名
度
が
高

く
、
多
く
の
フ
ァ
ン
が
集
ま
る
、
3
大
イ

ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
有
名
な
監
督
や

俳
優
た
ち
に
も
人
気
の
高
い
「
高
崎
映
画

祭
」、
国
内
外
の
ト
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
群
馬
交
響
楽
団
と
の
共
演
も
見
ど
こ
ろ

の「
高
崎
音
楽
祭
」、
市
内
の
子
ど
も
た
ち

や
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
バ
ン
ド
が
華
麗

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
「
高
崎

マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
す
。

30
年
以
上
に
わ
た
り
、
こ
う
し
た
イ
ベ
ン

ト
が
市
民
の
力
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
続
け

て
い
る
地
方
都
市
は
、
全
国
的
に
も
そ
う

あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
音
楽
の
あ
る

街
高
崎
」「
映
画
の
ま
ち
高
崎
」と
し
て
、
高

崎
の
都
市
ブ
ラ
ン
ド
を
向
上
す
る
原
動
力

と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
応
援
す
る
企
業

や
団
体
を
含
め
、
他
の
都
市
に
は
な
い
市

民
力
、
都
市
力
が
高
崎
に
は
あ
り
ま
す
。

高
崎
サ
ウ
ン
ド
を
発
信

人
と
音
楽
が
交
流
す
る
ま
ち

「
Tタ

ゴ

A
G
O 

Sス
タ

ジ

オ

T
U
D
I
O 

Tタ

カ

A
K
A

Sサ

キ

A
K
I
」
は
、
高
崎
発
の
音
楽
＝
高
崎

サ
ウ
ン
ド
を
世
界
へ
発
信
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
す
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
市
営
の

プ
ロ
専
用
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
で

す
。
こ
れ
ま
で
に
、
ロ
ッ
ク
、
ポ
ッ
プ

ス
、
ジ
ャ
ズ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
（
録
音
）
し
て
い
ま
す
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
は
、
市
民
向
け
の
無
料
ラ
イ
ブ

の
開
催
や
S
N
S
を
使
っ
て
ス
タ
ジ
オ

や
高
崎
市
を
P
R
し
て
も
ら
う
な
ど
、

文
化
振
興
に
貢
献
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ス
タ
ジ
オ
の
2
階
は
、
ド
リ
ン
ク
や

ク
レ
ー
プ
な
ど
の
販
売
も
行
っ
て
る
市

民
ラ
ウ
ン
ジ
。
ス
タ
ジ
オ
を
利
用
し
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
が
視
聴
で
き
る

他
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
も
あ
る
の
で
親
子

連
れ
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
憩
い
の

空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ス
タ
ジ

オ
で
は
、
プ
ロ
を
目
指
す
人
た
ち
の
夢

を
応
援
し
よ
う
と
、
こ
れ
ま
で
に
全
国

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
、
ま
ち
な
か
を
会
場
に
ア

マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
楽
曲
を
披

露
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

と
お
し
て
、
若
者
の
夢
を
広
げ
、
音
楽
人

口
を
増
や
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
い

く
高
崎
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

高崎映画祭授賞式
市民の力で始まった映画祭には毎年、映
画界から多くの監督・俳優が集う一大イ
ベントとなっています

高崎おとまちプロジェクト高崎おとまちプロジェクト
まちのにぎわいを創出しようと、プロ・アマ問わずまちのにぎわいを創出しようと、プロ・アマ問わず
ミュージシャンに活動の場を提供。街角で行うスミュージシャンに活動の場を提供。街角で行うス
トリートライブですトリートライブです

高崎マーチングフェスティバル高崎マーチングフェスティバル
保育所・幼稚園児から高校生までの子どもが主役保育所・幼稚園児から高校生までの子どもが主役
の祭典。国内外のトップバンドを招聘、子どもたちの祭典。国内外のトップバンドを招聘、子どもたち
との共演や指導も行われますとの共演や指導も行われます

ストリートライブin高崎どこもかしこもストリートライブin高崎どこもかしこも
北関東最大級の路上ライブの祭典。市内の20か所北関東最大級の路上ライブの祭典。市内の20か所
以上のステージでミュージシャンがさまざまな音以上のステージでミュージシャンがさまざまな音
色を奏でます。ゲストによるライブも開催色を奏でます。ゲストによるライブも開催

タゴスタジオの校歌体験レコーディング
市内の小・中学生を対象とした体験学習。音楽を生み出す現場に
触れることのできる貴重な機会です

TAGO STUDIO TAKASAKI MUSIC FESTIVAL
2016年と2019年に開催したアマチュアオーディション。伝説
的ロックバンドを輩出した高崎ならではの取り組みです
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音楽家たちの高崎暮らし
時間がゆっくり流れる街

Ayano Ito

コンサートマスター
バイオリン
東京都出身
2009年入団

伊
藤 

文
乃 

さ
ん

Kazuhiko Tanada

トロンボーン
首席奏者
富山県出身
1991年入団

棚
田 

和
彦 

さ
ん

Tomohisa Takasaki

オーボエ
首席奏者
静岡県出身
2007年入団

高
﨑 

智
久 

さ
ん

Tomoya Nishikawa

クラリネット
首席奏者
大阪府出身
2017年入団

西
川 

智
也 

さ
ん

Kazumi Naba

ファゴット
首席奏者
奈良県出身
2002年入団

奈
波 
和
美 

さ
ん

Shinichiro Watanabe

ビオラ
首席奏者
東京都出身
2017年入団

渡
邉 

信
一
郎 

さ
ん

高崎に本拠地を置く、群馬交響楽団。団員の皆さんは東京、奈良、大阪など全国各地
から集まってきています。音楽家たちの目に、高崎はどう映っているのでしょうか？ 

The Gunma Symphony Orchestra

地
方
に
オ
ケ
が
あ
る
の
は

奇
跡
み
た
い
な
こ
と

―「
音
楽
の
あ
る
街
」は
高
崎
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
の
一
つ
で
す
が
、
実
際
高
崎

で
過
ご
し
て
み
て
ど
う
感
じ
て
い
ま
す

か
？

高
﨑　
高
崎
は
音
楽
が
と
て
も
盛
ん
な
土

地
で
す
。
実
際
、
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や

学
校
の
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
て
い
る
人

が
、
私
の
と
こ
ろ
に
も
個
人
レ
ッ
ス
ン
を

受
け
に
来
て
い
ま
す
ね
。
37
万
人
の
地
方

都
市
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
あ
る
こ
と
。
日

本
で
、
こ
れ
は
も
う
奇
跡
に
近
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

奈
波　
私
も
同
感
で
す
。
定
期
公
演
も
完

売
し
ま
す
し
…
本
当
に
す
ご
い
こ
と
で
す
。

棚
田　
高
崎
芸
術
劇
場
で
の
初
公
演
の
と

き
、
満
員
に
な
っ
た
客
席
か
ら
大
き
な
拍

手
を
受
け
た
と
き
は
思
わ
ず
ウ
ル
っ
と
き

ま
し
た
ね
。
地
元
の
人
た
ち
に
愛
さ
れ
て

い
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

西
川　

あ
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に
対
し

て
、
と
て
も
親
し
み
を
持
っ
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。
公
演
の
感
想
を
直
接
伝
え
て

く
れ
る
方
も
い
ま
す
よ
。

高
崎
は
音
楽
に
集
中
で
き
る

時
間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
街

―
仕
事
を
す
る
場
所
と
し
て
、
高
崎
の

環
境
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

伊
藤　

と
て
も
い
い
環
境
だ
と
思
い
ま

す
。
時
間
が
ゆ
っ
く
り
流
れ
て
い
て
音
楽

に
集
中
で
き
ま
す
。
東
京
に
は
な
い
、
余

裕
が
あ
り
ま
す
。

渡
邉　

私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
都
内
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
所
属
し
て
い
た
と
き

は
、
予
定
を
入
れ
ら
れ
る
だ
け
入
れ
て
、

余
裕
が
全
然
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
群

響
の
雰
囲
気
も
穏
や
か
で
気
に
入
っ
て
い

ま
す
よ
。
子
ど
も
を
劇
場
ま
で
連
れ
て
く

る
団
員
も
い
て
、
団
員
同
士
の
子
が
仲
良

く
な
っ
て
一
緒
に
宿
題
を
し
て
い
る
様
子

も
目
に
し
ま
す
。
ほ
か
の
オ
ケ
で
は
見
た

こ
と
が
な
い
で
す
。

都
会
と
自
然
が
調
和
す
る
都
市

―
生
活
す
る
場
所
と
し
て
の
評
価
は
ど

う
で
す
か
。

棚
田　
休
日
は
ゴ
ル
フ
だ
っ
た
り
、
楽
団

の
友
人
と
バ
イ
ク
で
ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
高
崎
駅
の
周
り
で
た

い
て
い
の
物
は
そ
ろ
い
ま
す
し
、
少
し
足

を
伸
ば
せ
ば
自
然
が
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
。

西
川　
団
員
で
駅
前
に
飲
み
に
行
き
ま
す

け
ど
、
東
京
ほ
ど
値
段
が
高
く
も
な
い

し
、
適
度
に
空
い
て
い
て
快
適
で
す
ね
。

奈
波　
あ
と
、
高
崎
は
子
育
て
し
や
す
い

街
だ
と
思
い
ま
す
。
中
学
生
ま
で
医
療
費

が
無
料
で
す
し
。
新
幹
線
な
ら
東
京
ま
で

1
時
間
と
い
う
の
も
、
演
奏
会
や
美
術
館

に
行
く
の
に
便
利
で
す
。

―
高
崎
で
の
お
気
に
入
り
の
過
ご
し
方

な
ど
は
あ
り
ま
す
か
。

高
﨑　
自
宅（
高
崎
市
内
）の
周
り
に
田
ん

ぼ
が
広
が
っ
て
い
て
、
す
ご
く
景
色
が
い

い
ん
で
す
。
そ
れ
を
眺
め
な
が
ら
１
時
間

み
っ
ち
り
散
歩
す
る
の
が
日
課
で
す
。
い

い
運
動
に
な
り
ま
す
。

西
川　
駅
の
周
り
に
あ
る
、
お
蕎そ

ば麦
屋
さ

ん
や
カ
フ
ェ
に
一
人
で
入
っ
て
ゆ
っ
く
り

す
る
こ
と
で
す
ね
。
東
京
の
お
店
よ
り
席

の
間
隔
が
広
い
し
、
お
客
さ
ん
も
ほ
ど
良

い
人
数
で
す
し
。
あ
と
、
駅
の
近
く
に
美

術
館
が
い
く
つ
か
あ
る
の
で
た
ま
に
行
っ

て
ま
す
。
そ
の
中
で
も
市
美
術
館
の
旧
井

上
房
一
郎
邸
で
す
か
、
あ
そ
こ
の
雰
囲
気

は
好
き
で
す
ね
。
あ
あ
い
う
家
に
住
み
た

い
。

渡
邉　
私
の
住
ま
い
は
東
京
で
、
東
京
と

高
崎
で
過
ご
し
方
が
ハ
ッ
キ
リ
分
か
れ
て

い
ま
す
ね
。
高
崎
で
は
音
楽
モ
ー
ド
。
家

で
は
ま
と
ま
っ
た
練
習
の
時
間
が
と
れ
な

い
の
で
、
ひ
た
す
ら
楽
器
の
練
習
に
打
ち

込
ん
で
、
体
力
維
持
の
た
め
プ
ー
ル
に

通
っ
て
い
ま
す
。
東
京
で
は
、
家
庭
モ
ー

ド
。
子
ど
も
の
宿
題
や
ピ
ア
ノ
と
チ
ェ
ロ

の
楽
器
の
練
習
に
付
き
合
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

も
っ
と
身
近
な
街
に

―
こ
れ
か
ら
の
高
崎
の
音
楽
、
群
馬
交

響
楽
団
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で
す
か
。

伊
藤　
群
響
を
県
内
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
県

外
か
ら
も
お
客
さ
ん
を
呼
べ
る
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
し
た
い
で
す
。

高
﨑　

高
崎
芸
術
劇
場
が
新
し
く
で
き

て
、
音
楽
の
ま
ち
と
し
て
も
、
も
っ
と
発

展
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
趣
味
と
し
て

お
ス
ス
メ
で
す
よ
。
楽
器
を
演
奏
す
る
っ

て
、
本
当
に
気
持
ち
い
い
。
音
を
出
せ

ば
、
日
頃
の
う
っ
ぷ
ん
も
晴
れ
ま
す
よ
。

奈
波　
私
が
留
学
し
て
い
た
ド
イ
ツ
に
は

1
3
0
以
上
の
プ
ロ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
あ

り
ま
し
た
。
高
崎
よ
り
も
ず
っ
と
小
さ
な

街
に
も
オ
ケ
が
あ
っ
て
、
み
ん
な
、
す
ご

く
気
軽
に
コ
ン
サ
ー
ト
に
行
く
ん
で
す
。

「
今
日
は
仕
事
終
わ
り
に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

で
も
見
る
か
」
み
た
い
な
ノ
リ
で
。
音
楽

を
も
っ
と
身
近
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
あ
と
も
っ
と
若
い
方
に
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
で

す
。
そ
の
た
め
の
企
画
も
進
ん
で
い
ま
す
。

―
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

群響楽団員の

座談会

Topics
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Takasaki’s children dream big

2017年4月の高崎アリーナオープン以来、数々のスポーツの国際大会や人気アーティス
トのライブが行われ、県内外のみならず世界各地から多くの人が高崎を訪れるようになり
ました。東京から新幹線で約50分かつ高崎駅から徒歩8分という好立地と、スポーツの国
際大会規格に対応した設備から、今や国内屈指の会場として世界中のアスリートから選ば
れています。一方、市のミニバス大会や上毛かるた大会などの会場にもなっており、市民
の熱気とにぎわいが集まる場所としても支持されています。

Since opening in April 2017, the Takasaki Arena has hosted many 
international sporting events and concerts, attracting people from all over 
the world. Every match has priority seats for citizens so they can watch the 
world's best playing and techniques up close. They can also interact 
with athletes from around the world at the Tokyo Olympics training 
camp hosted by the city. The children of Takasaki will dream 
about being on the same stage someday.

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
プ
レ
ー
に

夢
を
抱
く
高
崎
の
子
ど
も
た
ち

男
子
バ
レ
ー
や
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
、
新

体
操
な
ど
の
主
要
な
国
際
大
会
に
世
界
各

国
か
ら
人
々
が
集
ま
る
こ
と
で
、
高
崎
ア

リ
ー
ナ
周
辺
は
ぐ
っ
と
国
際
色
が
増
し
、

ま
ち
に
新
し
い
風
を
吹
か
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
経
済
効
果
は
さ
る
こ
と
な
が
ら
、„
子

ど
も
た
ち
の
目
の
輝
き“
と
い
う
計
り
知
れ

な
い
大
き
な
宝
物
も
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

各
大
会
で
市
民
優
先
席
を
設
け
、
世
界

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
や
技
を
間
近
で

見
る
チ
ャ
ン
ス
を
広
く
提
供
。
さ
ら
に
、

国
内
屈
指
の
ア
ク
セ
ス
と
設
備

で
東
京
五
輪
各
国
代
表
の
合
宿

を
誘
致
し
て
、
世
界
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
と
市
民
の
活
発
な
交

流
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム

と
の
合
同
練
習
や
文
化
交
流
な

ど
を
通
じ
て
、
ア
ス
リ
ー
ト

の
技
術
や
人
柄
な
ど
を
背
中
か

ら
学
び
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
か
け
が
え
の
な
い
機
会
を

得
た
高
崎
の
子
ど
も
た
ち
は「
自

分
も
同
じ
舞
台
へ
」と
憧
れ
の
そ

の
先
の
大
き
な
夢
へ
と
進
み
始

め
て
い
ま
す
。

スポーツの力、
市民の力

 ―　T h e  p o w e r  o f  s p o r t s ,  t h e  p o w e r  o f  o u r  c i t i z e n s .　―

Theme 02
▲ウズベキスタン新体操チームに手ほどきを受ける市
内の子どもたち

▲バレーボールの国際大会に沸いたアリーナ
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The world's hottest spot for softball

Company League Women's Softball. Home to two of 
Japan's best teams, BicCamera Takasaki and Taiyo 
Yuden. Opened in June 2019, the softball venue Utsugi 
Stadium hosts international tournaments where you can 
experience the world’s best playing up close.  There are 
plans for a second field and other facilities to build up 
the stadium area and continue to develop Takasaki as 
the holy land of softball.

実
業
団
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本

屈
指
の
強
豪
、
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
高

崎
と
太
陽
誘
電
の
2
チ
ー
ム
が
本
拠

地
を
置
き
、
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
高

崎
。
日
本
代
表
選
手
も
多
く
輩
出
し
、

高
崎
ゆ
か
り
の
選
手
た
ち
の
国
際
舞
台

で
の
活
躍
は
、
大
き
な
感
動
と
勇
気
を

市
民
に
与
え
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

2
0
1
9
年
6
月
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

シ
テ
ィ
高
崎
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
専
用

球
場「
U
T
S
U
G
I 

S
T
A
D
I
U
M
」

が
井
出
町
に
オ
ー
プ
ン
。
日
本
代
表

合
宿
や
国
際
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー
が
さ

ら
に
間
近
に
体
感
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

世界を沸かせる
ソフトボール王国「高崎」

憧
れ
の
選
手
が
身
近
に
い
る

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
聖
地 

ス
タ
ジ
ア
ム
の
愛
称
は
、
高
崎
か
ら
世

界
へ
と
活
躍
し
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
界
の
象

徴
で
あ
る
宇
津
木
妙
子
･
麗
華
両
氏
に
ち

な
ん
で
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
数
少
な
い

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
専
用
競
技
場
で
あ
り
屋
内

練
習
場
も
完
備
。
女
子
日
本
代
表
の
ホ
ー

ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
も
選
ば
れ
、
代
表
強
化

合
宿
で
は
雨
天
時
も
充
実
し
た
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
第
二
球

場
な
ど
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
施
設
が
集
積
す
る

一
大
拠
点
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
、„
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
聖
地
“と
し
て
発
展
し
続
け
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ト
ッ
プ
選
手
た
ち
は
試
合
で

の
活
躍
に
加
え
、
子
ど
も
た
ち
へ
魅
力
を

広
め
る
活
動
に
も
尽
力
。
学
校
へ
の
訪
問

授
業
や
、
市
内
各
地
で
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

教
室
な
ど
を
通
じ
て
、
ソ
フ
ト
に
打
ち
込

む
小
中
学
生
チ
ー
ム
か
ら
未
経
験
の
子
ま

で
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
と
っ
て
憧
れ
の
選
手
に
よ
る
直
接
指

導
は
、
多
く
を
学
び
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
お
り
、
高
崎
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
文
化
を
着
実
に
育
ん
で
い

ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
専
用
球
場

「
Uウ

ツ

ギ

T
S
U
G
I 

Sス
タ

ジ

ア

ム

T
A
D
I
U
M
」が

オ
ー
プ
ン

アスリートからの直接指導を受けるソフトボール教室

トップ選手のプレーを
間近で体験できる

スタジアムの始球式に参加する、
宇津木妙子さんと宇津木麗華さん
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※
取
材
日
／
2
0
2
0
年
1
月
8
日

　

組
織
名
・
肩
書
は
当
時
の
も
の
で
す
。

Reika Utsugi

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
、

　
大
人
に
は
元
気
を
く
れ
る

高
崎
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
。

”

“

し
や
す
い
で
す
ね
。
野
球
場
並
み
の
人
工

芝
球
場
は
日
本
に
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
し
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
専
用
球
場
な
の

で
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
ズ
サ
ー
ク
ル
も
平
坦

で
、
投
球
し
や
す
い
で
す
」と
実
際
に
使
用

し
た
感
想
を
話
し
ま
す
。
将
来
的
に
球
場

は
第
４
球
場
ま
で
整
備
さ
れ
、
世
界
選
手

権
も
開
催
で
き
る
。
世
界
中
の
人
が
高
崎
を

訪
れ
、
高
崎
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
知
っ
て

も
ら
う
機
会
に
な
る
は
ず
で
す
。

多
く
の
人
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い

宇
津
木
さ
ん
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
さ
ら

に
広
め
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
も
考
え
て
い

る
。「
例
え
ば
、
未
就
学
児
向
け
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
教
室
や
、
ス
ピ
ー
ド
ガ
ン
に
よ
る

球
速
測
定
体
験
な
ど
で
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

裾
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。
実

は
群
馬
県
内
に
は
60
代
以
上
の
シ
ニ
ア

チ
ー
ム
も
数
多
く
あ
る
そ
う
で
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
は
小
学
生
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
、

ず
っ
と
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

だ
と
い
う
。
高
崎
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
熱

狂
す
る
都
市
と
し
て
、
日
本
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

市
民
が
驚
き
ワ
ク
ワ
ク
す
る

世
界
レ
ベ
ル
の
プ
レ
ー

「
高
崎
は
、
常
に
上
の
レ
ベ
ル
を
目
指

し
て
い
け
る
場
所
で
す
」。
宇
津
木
麗
華

さ
ん
は
、
高
崎
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
つ
い

て
こ
う
話
し
ま
す
。
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
と
太

陽
誘
電
、
強
豪
2
チ
ー
ム
が
高
崎
に
本
拠

地
を
置
き
、
常
に
良
い
緊
張
感
を
保
ち
つ

つ
、
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
の
強
化
合
宿

に
も
、
２
チ
ー
ム
か
ら
10
名
以
上
が
強
化

指
定
選
手
と
し
て
選
出
（
2
0
2
0
年
1

月
現
在
）。
高
崎
市
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

示
し
て
い
ま
す
。「
日
本
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
は
、
世
界
で
１
位
、
２
位
を
争
い
ま

す
。
そ
の
日
本
国
内
で
一
番
レ
ベ
ル
が
高

い
の
が
高
崎
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、
宇
津

木
さ
ん
。
世
界
の
強
豪
4
か
国
が
集
ま
っ

た
Jジ
ャ

パ

ン

A
P
A
N 

Cカ

ッ

プ
U
P
や
国
内
リ
ー
グ

な
ど
、
目
の
前
で
展
開
さ
れ
る
世
界
最
高

峰
の
プ
レ
ー
に
市
民
は
驚
き
、
声
援
を
送

り
、
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

高
崎
か
ら

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
頂
点
へ

宇
津
木
さ
ん
は
全
国
を
回
り
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
教
室
な
ど
で
小
学
生
や
中
学
生
に

指
導
す
る
こ
と
も
多
い
。
そ
こ
で
比
較
し

て
も
群
馬
県
は
レ
ベ
ル
が
高
い
そ
う
で

す
。「
高
崎
出
身
の
選
手
も
ビ
ッ
ク
カ
メ

ラ
と
太
陽
誘
電
に
何
名
か
入
団
し
て
い
ま

す
。
高
崎
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
頑
張
れ

ば
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
に
な
れ

る
、
そ
う
希
望
を
抱
い
て
プ
レ
ー
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
宇
津
木
さ
ん
。「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
後
は
、
小
中
学

生
へ
の
指
導
を
強
化
し
て
、
高
崎
の
レ
ベ

ル
を
さ
ら
に
ア
ッ
プ
さ
せ
る
つ
も
り
で

す
」と
続
け
て
話
し
ま
す
。

高
崎
で
世
界
選
手
権
開
催
も

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
界
を
リ
ー
ド

高
崎
市
は
2
0
1
9
年
6
月
に
U
T
S
U

G
I 

S
T
A
D
I
U
M
を
新
し
く
オ
ー

プ
ン
。「
全
面
人
工
芝
で
す
ご
く
プ
レ
ー

2
0
2
0
年
の
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
日
本
代
表
を
率
い
る
宇
津

木
麗
華
監
督
は
、1
9
8
8
年
に
北
京

か
ら
来
日
し
、
ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
高
崎

（
旧
日
立
高
崎
）
に
入
団
。
以
来
、
高

崎
を
中
心
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

宇
津
木
さ
ん
に
高
崎
市
と
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
今
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

話
を
聞
き
ま
し
た
。

1963年6月1日生まれ。中国・北京市出身。中国代表として活躍し、
宇津木妙子さんとの出会いから88年に来日、95年日本国籍取得。現
役時代は内野手で日本代表の主砲、主将として活躍し、シドニー五
輪銀メダル、アテネ五輪銅メダル。2003年に日立＆ルネサス高崎（現
ビックカメラ高崎）の選手兼任監督就任。04年に現役引退後は11年
から15年まで代表監督を務め、12、14年の世界選手権優勝。16年11
月、再び代表監督就任。群馬女子短大を聴講生として卒業。高崎市
在住。「世界中の都市に行きましたが、高崎が一番好きです。30年前、
中国から日本に来たときから、高崎の方はあたたかい。日立高崎時
代には、同僚の家にごはんを食べに行ったり、お泊りに行ったりし
ていましたね」とも話してくれました。

宇津木 麗華／うつぎ れいか

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
監
督

宇
津
木 

麗
華
さ
ん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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Each and every citizen an athlete
Sports as part of daily life

Surrounded by the mountains of Gunma, Takasaki’s natural features and geography make it the 
perfect environment for sports. Mt. Haruna holds hill climbs, marathons, triathlons, and other 
competitions. The Kurabuchi Soccer Stadium opened in 2018 in amid the Kurabuchi area’s nature. 
There are also plans for golf course grounds, hot springs, and the Shimizu Zenzo Memorial Tennis 
Court, with some of the country’s best facilities.

一人一人がアスリートに。
スポーツが日常となるまち

ス
テ
ー
ジ
は
豊
か
な
自
然

充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
環
境

榛
名
山
で
は
、
日
本
陸
上
競
技
連
盟
公

認
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
「
榛
名
湖
マ
ラ
ソ
ン
」

や
、
湖
が
ス
イ
ム
コ
ー
ス
と
な
る
「
榛
名

湖
リ
ゾ
ー
ト
･
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
in 

群

馬
」
な
ど
の
大
会
を
毎
年
開
催
。
風
光
明

媚
な
高
原
の
美
し
さ
と
は
裏
腹
の
厳
し
い

環
境
で
の
レ
ー
ス
が
ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
た

ち
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
地
元
協
力
店
に
よ
る
高
崎
ら
し

さ
満
載
の
お
も
て
な
し
や
、
沿
道
か
ら
の

声
援
も
大
き
な
魅
力
で
す
。

ま
た
2
0
1
8
年
に
は
、
標
高
4
0
0
m

超
の
倉
渕
地
域
の
雄
大
な
自
然
に
囲
ま
れ

た「
倉
渕
サ
ッ
カ
ー
場
」が
オ
ー
プ
ン
。
天

然
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
、

林
道
を
駆
け
抜
け
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
コ
ー

ス
な
ど
、
豊
か
な
緑
と
清
涼
な
空
気
の
中

で
、
市
民
は
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

今
後
さ
ら
に
、
高
崎
市
出
身
の
テ
ニ
ス

界
の
偉
人
の
名
を
冠
し
、
国
内
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
設
備
を
誇
る
「
清
水
善
造
メ
モ
リ

ア
ル
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
」
や
、
榛
名
湖
温
泉

と
と
も
に
楽
し
む
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場

な
ど
が
開
設
予
定
。
幅
広
い
世
代
の
人
た

ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
場
所
が
市
内

各
所
に
誕
生
し
て
い
き
ま
す
。

湖がスイムコースとなる「榛名湖リゾート・トライアスロンin群馬」

UTSUGI STADIUMの隣には「清水善造メモリアルテニスコート」を整備

近くに温泉や天文台がある天然芝仕様の倉渕サッカー場

関
東
平
野
の
北
部
に
位
置
し

上
毛
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
高
崎
市
は

そ
の
地
形
･
自
然
や
風
土
を
生
か
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
日
常
的
に
楽
し
め
る

環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
3
年
に
は
じ
ま
り

今
や
国
内
有
数
の

自
転
車
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
レ
ー
ス
と
な
っ
た

「
榛
名
山
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
in
高
崎
」は

初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で

幅
広
く
楽
し
め
る
コ
ー
ス
設
定
が
自
慢
。

市
内
外
か
ら
6
5
0
0
人
超
が
参
加
す
る

人
気
の
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

5
月
の
新
緑
に
囲
ま
れ
た
榛
名
山
の

急
坂
を
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が
爽
や
か
に

疾
走
す
る
姿
が

多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

高
崎
の
土
地
柄
を
生
か
し
た

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
数
々
が
、

市
民
の
チ
カ
ラ
で
実
現
。
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広がる高崎ブランド広がる高崎ブランド

高
崎
産
の
農
畜
産
物
や
加
工
品
を
も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
市
は
平
成
25
年
か
ら
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
全
国
に
、
そ
し
て
世
界
に
メ
イ
ド
・

イ
ン
・
タ
カ
サ
キ
の「
う
ん
ま
い
も
ん
」が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

広
が
る
高
崎
ブ
ラ
ン
ド

６次産業化推進事業補助金
生産から加工・流通・販売までの総合的な取り組みに
対して交付される補助金。商品開発費用や宣伝費用
などにも活用できる

ブランド商品開発事業補助金
地域に適した新品種の導入や新商品開発のために導
入する設備、ＰＲ活動に対して交付される補助金

高崎農業の将来を考える研究会補助金
高崎市の農業の将来について調査・研究活動を行う
団体に対して交付される補助金

地元農畜産物消費拡大事業補助金
地元の農畜産物やその加工品の消費拡大を目的に、
物産展やマルシェなどのイベントに出店する団体に交
付される補助金

市内産農畜産物販売拡大奨励金
首都圏などにおける消費拡大を図るため、高崎産の農
畜産物を取り扱う小売店に対して交付される奨励金

【農業者を支援する制度】
高崎市では、農畜産業のさらなる活性化を
目指し、新たな取り組みに挑戦する生産者を
応援するための補助金制度を設けています。

 ―　T h e  p o w e r  o f  Ta k a s a k i  B r a n d .　―

高
崎
の
農
業
が
熱
い
！

農
家
の
６
次
産
業
化
を
応
援

榛
名
・
箕
郷
地
域
の
梅
、
群
馬
地
域
の

国
府
野
菜
や
国
分
に
ん
じ
ん
、
倉
渕
地
域

の
は
ん
で
ぇ
米
な
ど
、
自
然
豊
か
な
高
崎

市
で
は
地
域
ご
と
に
多
彩
な
農
畜
産
物
の

生
産
が
盛
ん
で
す
。
市
内
に
は
、
こ
う
し

た
生
産
品
の
６
次
産
業
化
や
ブ
ラ
ン
ド
化

を
目
指
す
、
頑
張
る
生
産
者
が
多
く
い
ま

す
。
市
で
は
２
０
１
1
年
か
ら
、
高
崎
産

の
農
畜
産
物
を
地
元
や
首
都
圏
な
ど
で
広

く
消
費
し
て
も
ら
う
「
地
産
多
消
推
進
事

業
」
を
継
続
。
そ
の
一
環
と
し
て
補
助
金

制
度
を
用
意
し
、
６
次
産
業
化
を
目
指
す

市
内
の
農
家
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の

制
度
で
は
、
商
品
開
発
や
事
業
拡
大
に
お

け
る
設
備
購
入
費
、
施
設
の
建
設
・
改
修

費
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

制
作
と
い
っ
た
販
売
促
進
費
な
ど
を
支

援
。
あ
る
果
樹
園
で
は
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー

ツ
製
造
用
に
低
温
熟
成
乾
燥
機
を
購
入
し

た
り
、
果
物
を
主
役
に
し
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト

シ
ョ
ッ
プ
を
開
店
し
た
り
と
、
補
助
金

が
、
新
た
な
加
工
品
の
製
造
・
店
舗
販
売

の
実
現
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
に
は
、
市
と
高
崎
観
光
協

会
が
駅
前
の
大
型
商
業
施
設
内
に
物
産
店

「
高
崎
じ
ま
ん
」を
出
店
。
生
産
者
の
新
た

な
流
通
ル
ー
ト
の
確
保
と
同
時
に
、
市
民

に
優
れ
た
地
元
の
産
品
を
知
っ
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

Takasaki's agriculture is booming!
Supporting the hard working farmers

In the rich natural environment of Takasaki City, production of various 
agricultural and livestock products is thriving in each region. The 
city subsidizes costs such as for product development, equipment 
purchases, and leaflet creation to support the hard working farmers. 
In 2017, the product store “TAKASAKI JIMAN” was opened in a 
large commercial facility at the west exit of Takasaki Station. It was 
created as a way to secure new distribution routes for producers 
and to raise consumer awareness of excellent products.
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高
崎
市
は
果
物
や
野
菜
、
加
工
品
の
海
外
で
の
販
路
拡
大
を

目
指
し
、
ア
ジ
ア
経
済
の
中
心
都
市
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
現
地
法

人
「
高
崎
ト
リ
ニ
オ
ン
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ
の
新
た
な
現
地

拠
点
が
、
輸
出
や
商
談
の
支
援
、
宣
伝
活
動
を
担
い
、
ア
ジ
ア

全
体
へ
の
展
開
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
、
２
０
１
8

年
に
開
設
さ
れ
た
、
ジ
ェ
ト
ロ
群
馬
と
も
連
携
し
、
市
内
の
生

産
農
家
な
ど
に
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
を
直
接
招
い
て
、
農
家
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
な
ど
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
現
地
法
人
を
設
立

高
崎
の
農
産
物
を
世
界
へ

世界を目指す、
高崎の農産物

農
産
物
の
本
格
的
な
輸
出
に
乗
り
出
す

多
彩
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

２
０
１
９
年
８
月
、
市
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
へ
の
農
産
物
の
輸
出
を
本
格
化
さ
せ
る

た
め
、
現
地
法
人「
高
崎
ト
リ
ニ
オ
ン
」を

設
立
し
ま
し
た
。

市
は
２
０
１
６
年
か
ら
、
将
来
的
な
成

長
が
見
込
め
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
市
場
に

注
目
し
、
現
地
百
貨
店
の
フ
ェ
ア
や
博
覧

会
で
農
産
物
の
売
り
込
み
を
開
始
。
日

本
の
総
合
博
覧
会
「
ジ
ャ
パ
ン
パ
ー
ク
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
」
で
は
現
地
企
業
と
共
同
で

梅
お
に
ぎ
り
を
開
発
し
、
旅
行
博
覧
会

「
Nナ

タ

ス

A
T
A
S　
Tト
ラ

ベ

ル

r
a
v
e
l　
Fフ
ェ

ア

a
i
r
」

で
は
ジ
ャ
ン
ボ
梨
の
試
食
を
振
る
舞
う
な

ど
、
多
彩
な
催
し
で
来
場
者
の
心
を
つ
か

ん
で
き
ま
し
た
。
高
崎
市
と
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
を
舞
台
に
撮
影
し
た
映
画
「
家
族
の
レ

シ
ピ
」
に
出
演
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
人

気
女
優
、
ジ
ネ
ッ
ト
・
ア
ウ
さ
ん
を
高

崎
P
R
大
使
に
任
命
。S
N
S
で
の
発
信

や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
な

ど
高
崎
市
の
P
R
に
一
役
か
っ
て
い
ま

す
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
百
貨
店
で
は
、
1

個
8
0
0
0
円
近
く
す
る
ジ
ャ
ン
ボ
梨
が

2
0
0
個
完
売
す
る
な
ど
、
地
道
な
活
動

が
実
を
結
び
つ
つ
あ
り
ま
す
。

市
内
で
も
海
外
展
開
へ
の
意
識
は
高
ま

り
、
生
産
力
ア
ッ
プ
や
海
外
向
け
パ
ッ
ケ

ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
制
作
に
取
り
組
む
農
家

が
増
え
て
い
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
海
外

で
農
産
物
の
評
判
を
高
め
、
都
内
の
高
級

百
貨
店
へ
の
逆
輸
入
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

Local corporation established in Singapore
Bringing Takasaki agricultural products to the world

Takasaki City has established a local corporation “TAKASAKI TRINNION” in Singapore, the center 
of the Asian economy, with the aim of expanding overseas sales channels for fruits, vegetables, and 
processed products. It supports exports from Japan, business negotiations, and promotion activities 
aiming for expansion throughout Asia. In the future, in cooperation with JETRO Gunma, which was 
established in 2018, it will also focus on further support such as directly introducing overseas buyers 
to producers in the city and making connections with farmers. TAKASAKI TRINNION aims to increase 
the reputation of agricultural products overseas and reimport them to high-end department stores in 
Tokyo.
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広
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高
崎
ブ
ラ
ン
ド

変
革
を
続
け
る
都
市
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暮
ら
し
に
心
地
良
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を

資
料

文
化
が
息
づ
く
街

ス
ポ
ー
ツ
の
力
、市
民
の
力

「倉渕で
　 夢の農業を

実現」

　  「くらぶち草の会」
榛名山の西麓、標高400～900mの「準高原」地域にあり、
農薬や化学肥料に頼らない野菜作りに取り組んでいる生産
者団体です。新規就農（新規参入）の支援を行っており、他
産業からの新規就農者も多くいます

　  「高崎市6次産業化等推進事業補助金」
市内で生産された農畜産物の新商品の開発と、その加工か
ら販売までを行う取り組みに対する経費を補助する制度で
す

CHECK

2

CHECK

1

と
な
み
農
園

利
波 

浩
樹
さ
ん
・
尚
子
さ
ん

移
住
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
と
な
み
農
園
」は
高
崎
市
の
西
部
、
標
高
1
4
4
9
ｍ
の
榛
名
山
の
山
麓

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
利
波
さ
ん
夫
妻
は
就
農
の
た
め
に
県
外
か
ら
倉
渕
に

移
住
し
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
ト
マ
ト
の
有
機
栽
培
を
軌
道
に
乗
せ
、
さ
ら
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
加
工
品
の
開
発
に
も
意
欲
的
で
す
。

と
な
み
農
園
で
は
、
中
玉
ト
マ
ト
を
低
温
で
じ
っ
く
り

乾
燥
さ
せ
た
ド
ラ
イ
ベ
ジ
タ
ブ
ル
や
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

パ
ウ
ダ
ー
を
開
発
。
有
機
野
菜
を
気
軽
に
楽
し
め
ま
す

自
給
自
足
の
生
活
に
憧
れ
て

浩
樹
さ
ん
は
富
山
県
出
身
、
大
学
院

で
精
密
工
学
を
研
究
し
て
い
ま
し
た
が
、

自
給
自
足
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
憧
れ
、

卒
業
後
は
農
業
を
志
し
た
そ
う
で
す
。
農

業
現
場
で
勉
強
し
た
い
と
高
原
レ
タ
ス
で

有
名
な
長
野
県
川
上
村
に
住
み
込
み
で
働

き
、
夢
に
向
か
っ
て
第
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

倉
渕
の
就
農
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
離
農
者
ゼ
ロ
」が
決
め
手

肥
料
づ
く
り
な
ど
も
学
び
な
が
ら
、
就

農
を
具
体
的
に
考
え
た
と
き
、
く
ら
ぶ
ち

草
の
会（
C
H
E
C
K
１
）の
就
農
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
薦
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

就
農
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
国
各
地
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、「
以
前
、
新
聞
記
事
で
倉

渕
で
は
就
農
後
、
離
農
者
が
い
な
い
こ
と

が
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
決
め
手
と
な

り
ま
し
た
」と
浩
樹
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

農
業
技
術
が
向
上

充
実
し
た
倉
渕
ラ
イ
フ

２
０
０
７
年
に
倉
渕
に
移
住
。
一
年
間

の
研
修
を
終
え
、
く
ら
ぶ
ち
草
の
会
の

あ
っ
せ
ん
で
倉
渕
地
域
に
家
と
農
地
を
借

り
て
、
野
菜
生
産
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

自
身
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
て
、
有

機
農
法
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
栽
培
。
尚
子

さ
ん
と
結
婚
後
は
、
力
を
合
わ
せ
て
農
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
ス
ム
ー
ズ
に
ス

タ
ー
ト
で
き
ま
し
た
」と
浩
樹
さ
ん
と
尚
子

さ
ん
は
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

工
夫
を
重
ね
て
技
術
も
向
上
、
ハ
ウ
ス

の
棟
数
も
増
え
、
質
の
高
い
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
を
安
定
し
て
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。「
出
荷
の
と
き
に
は
、
既
定
の
重

さ
ま
で
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
袋
に
詰
め
て

い
ま
す
。
以
前
は
た
く
さ
ん
束
ね
て
入
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
今
は
大
き
く
育
つ
よ

う
に
な
り
、
少
な
い
本
数
で
出
荷
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
味
も
甘
く
な
り
ま

し
た
よ
」と
、
浩
樹
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

く
ら
ぶ
ち
草
の
会
の
共
同
出
荷
に
加

え
、
新
た
な
出
荷
先
を
開
拓
。
高
崎
駅
前

の
大
型
商
業
施
設
に
も
、
と
な
み
農
園
の

野
菜
が
並
ん
で
い
ま
す
。

と
な
み
農
園
ブ
ラ
ン
ド
で

倉
渕
の
魅
力
を
発
信

「
有
機
栽
培
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
と
て
も

人
気
が
あ
り
ま
す
。
出
荷
作
業
は
マ
マ
友

に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」と
尚
子
さ

ん
。
就
労
の
場
を
創
出
す
る
な
ど
地
域
貢

献
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
倉
渕

の
新
規
就
農
者
は
30
軒
を
超
え
、
と
な
み

農
園
で
も
研
修
生
が
技
術
の
習
得
に
励
ん

で
い
ま
す
。

農
機
具
の
購
入
に
高
崎
市
の
支
援
制
度

を
活
用
し
た
他
、
6
次
産
業
化
等
推
進
事

業
補
助
金（
C
H
E
C
K
2
）を
活
用
し
、

ド
ラ
イ
ベ
ジ
タ
ブ
ル
の
生
産
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。「
と
な
み
農
園
の
ブ
ラ
ン
ド

を
高
め
て
、
倉
渕
の
良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
き
た
い
」と
意
欲
い
っ
ぱ
い
で
す
。

利波浩樹さん　尚子さん
夫の浩樹さんは富山県出身。大学院でナノテクノ
ロジーを研究していたが、自分の作ったものを自
分で食べる、シンプルな暮らしがしたいと考え、農
業の道へ。妻の尚子さんは新潟県出身で、倉渕への
移住を機に、別の仕事から農家になりました。



2829

T h e  p o w e r  o f  Ta k a s a k i  B r a n d .　　

広がる高崎ブランド 広がる高崎ブランド

広
が
る
高
崎
ブ
ラ
ン
ド

変
革
を
続
け
る
都
市
力

暮
ら
し
に
心
地
良
さ
を

資
料

文
化
が
息
づ
く
街

ス
ポ
ー
ツ
の
力
、市
民
の
力

農業初心者2人が全力で高崎の農家を盛り上げる

農チューブ高崎

▲

▲絶メシリスト

カンヌライオンズカンヌライオンズ
メディア部門でメディア部門で
ブロンズ受賞ブロンズ受賞

高
崎
の
食
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ

高
崎
市
は
、
高
崎
の
お
い
し
さ
を
実
際

に
食
べ
て
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
首
都

圏
な
ど
の
大
規
模
な
食
の
イ
ベ
ン
ト
に
出

展
し
て
い
ま
す
。「
開
運
た
か
さ
き
食
堂
」

と
銘
打
ち
、
赤
を
基
調
に
し
た
縁
起
の
良

い
デ
ザ
イ
ン
の
店
舗
で
Ｐ
Ｒ
。
名
物
の
高

崎
パ
ス
タ
や
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
に
長
蛇
の

列
が
で
き
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
す
。
高

崎
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
白
衣
大
観
音

や
縁
起
物
の
高
崎
だ
る
ま
®
も
紹
介
。
ま

た
、
市
内
の
和
洋
菓
子
店
の
銘
菓
を
紹
介

す
る「
高
崎
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
」を
首
都
圏

で
展
開
し
て
い
ま
す
。
女
性
を
中
心
に
大

勢
の
来
場
者
が
訪
れ
、
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
。

ウ
ェ
ブ
で
発
信
の「
絶
メ
シ
」

世
界
レ
ベ
ル
の
広
告
賞
受
賞

市
民
に
長
年
愛
さ
れ
続
け
て
い
る
絶
品

グ
ル
メ
店
を
紹
介
す
る
、
高
崎
市
の
情
報

サ
イ
ト
「
絶
メ
シ
リ
ス
ト
」
が
大
き
な
反

響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。
老
舗
名
物
店
の
閉

店
が
身
近
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

さ
せ
、
誰
も
が
共
感
し
、
語
り
合
え
る
話

題
と
し
て
全
国
へ
と
広
が
り
ま
し
た
。
掲

載
店
に
は
県
外
か
ら
も
観
光
客
が
訪
れ
、

「
絶
メ
シ
」
ブ
ー
ム
が
起
き
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
開
か
れ
た
、

世
界
三
大
広
告
賞
の
一
つ
「
カ
ン
ヌ
ラ
イ

オ
ン
ズ
国
際
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
メ
デ
ィ
ア
部
門
で
銅

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
国
際
的
に
も
高
く

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
崎
市
内

の
農
家
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
若
手
俳
優

が
農
業
の
楽
し
さ
を
動
画
で
発
信
す
る

「
農
チ
ュ
ー
ブ
高
崎
」を
開
設
。
市
内
の
農

畜
産
物
や
農
家
の
魅
力
を
余
す
と
こ
ろ
な

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

高崎ブランドの「うんまい！」を
　　    さまざまな手法で発信

Promoting Takasaki food nationwide 
Winner of world-class advertising awards

Takasaki City exhibits at large-scale food events, such 
as in the Tokyo metropolitan area, under the name 
“Takasaki Lucky Restaurants” so that people can 
actually taste the deliciousness of Takasaki food. The 
exhibits are so popular that there are long lines for the 
famous pasta and grilled manju.
The city's information site, “Red Restaurants List,” 
which introduces exquisite gourmet restaurants 
that have been loved by citizens for many years, 
has received a great response. It has been highly 
acclaimed internationally, including winning the 
Bronze Award in the media category of the “Cannes 
Lions International Festival of Creativity,” one of the 
world's three major advertising awards held in France 
in 2019.
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変革を続ける都市力

高崎は都市機能と自然が調和した街です。
その魅力を、移住してきた人の声と
街なかのにぎわいから読み解きます。

変
革
を
続
け
る
都
市
力

まちなか回帰
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H28H26H24H22H20 H30

■H30中心市街地通行量調査（延べ人数）
　・中心市街地42か所
　・10月28日午前10時～午後8時

H28の前回調査より33.1%増

211,664人

281,712人

都市の装置がまちを、そして人々を変えていく。

高
崎
駅
を
中
心
に
ぎ
わ
い
が
上
昇
中

ビ
ジ
ネ
ス
の
街
に
期
待
さ
れ
る
集
客
力

平
成
26
年
に
国
が
公
表
し
た
商
業
統
計

に
よ
る
と
、
高
崎
市
の
商
業
売
上
高
は
、

全
国
で
14
位
。
高
崎
は
、
政
令
指
定
都
市

と
肩
を
並
べ
る
商
業
力
を
持
つ
「
ビ
ジ
ネ

ス
の
街
」で
も
あ
り
ま
す
。

市
が
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
中
心
市
街

地
の
通
行
量
調
査
で
は
、
平
成
30
年
に

は
、
平
成
28
年
の
前
回
調
査
と
比
較
し
て

7
万
48
人
、
33
・
１
％
の
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す（
右
頁
グ
ラ
フ
参
照
）。
特
に
駅
西

口
界
隈
が
増
え
て
い
て
、
市
内
外
か
ら
多

く
の
人
た
ち
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

高
崎
駅
東
西
に
は
大
型
商
業
施
設
が
立

ち
並
び
、
各
施
設
を
結
ぶ
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
も
整
備
さ
れ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

や
ま
ち
歩
き
を
楽
し
め
る
環
境
が
整
っ
て

い
ま
す
。
都
市
の
装
置
と
も
い
え
る
高
崎

ア
リ
ー
ナ
や
高
崎
芸
術
劇
場
の
開
館
で
、

世
界
か
ら
人
々
が
集
ま
る
ま
ち
と
な
り
ま

し
た
。
中
心
市
街
地
で
通
年
開
か
れ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
と
相
ま
っ
て
、

大
き
な
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

The bustle around
Takasaki Station is rising
The ability to attract customers
expected of a business city

According to a national survey, Takasaki City 
ranks 14th nationwide in commercial sales. 
It may be said that it is a “business city” 
with strong commercial power. In addition, 
according to a regular survey conducted by 
the city, the traffic volume around the west exit 
of Takasaki Station has increased in recent 
years. Many people come from outside the city 
to enjoy shopping and walks around the city 
center. With the opening of the Takasaki Arena 
and Takasaki City Theatre and the holding of 
various events, the city has become one where 
people from all over the world gather.
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東
日
本
屈
指
の
流
通
拠
点

ア
ク
セ
ス
抜
群
の
工
業
団
地

高
崎
市
は
本
州
の
中
央
に
位
置
し
、
関

越
、
上
信
越
、
北
関
東
自
動
車
道
の
3
本

の
高
速
道
路
が
通
り
、
上
越
、
北
陸
新
幹

線
の
2
本
の
新
幹
線
が
集
中
す
る
国
内
有

数
の
内
陸
拠
点
で
す
。
こ
の
立
地
を
生
か

し
、
高
崎
駅
か
ら
約
7
km
東
に
位
置
す

る
、
関
越
自
動
車
道
の
高
崎
玉
村
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に
、「
高
崎

ス
マ
ー
ト
I
C
産
業
団
地
」
を
整
備
。
金

ビジネスの街・高崎を支える
“ものづくり” のチカラ

廃棄物の焼却装置を造る企業は、乾
かんりゅう
溜ガス化燃焼方式による廃棄物

燃焼装置を世界で初めて開発。ダイオキシン類の発生を抑制し、環
境保全にも貢献。欧米やアジアで特許を取得

電子部品を主に取り扱う企業は、通常
の光無線通信に比べ、通信速度が約10
倍速い、LEDによる高速通信技術を独
自に開発。ノイズや悪天候に強く、監視
カメラの通信網などに使われている

市内の事業者が手掛ける水冷式の空調などで循環する水をきれ
いにする製品「CMファイバー」。省力化にも有効で、環境への意識
が高い海外でも注目を集めている

自動車部品を製作する企業は、ターボチャージャーなど、形状が
複雑なため製造・加工が難しい物でも、大小さまざまな大きさに
作る技術を持つ

機械・油圧プレス機の専業メーカー。写真は世界最大級を誇る製
品で、厚さ最大100㎜、長さ最大13.5mの鋼板で巨大な部品を造
ることができる

属
加
工
、
食
品
製
造
な
ど
多
く
の
企
業
が

進
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
2
km
西
の
地
点
に

新
た
に「
高
崎
３
５
４
複
合
産
業
団
地
」を

整
備
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
街
と
し
て
さ
ら
に
進

化
を
続
け
て
い
ま
す
。

国
際
展
示
会
や
駅
直
結
の
Jジ
ェ

ト

ロ

E
T
R
O

高
崎
か
ら
海
外
市
場
へ

高
崎
市
は
、
市
内
企
業
の
海
外
販
路
の

開
拓
や
、
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
創
出
を
支
援

す
る「
高
崎
も
の
づ
く
り
海
外
フ
ェ
ア
」を

2
0
1
4
年
か
ら
、
ア
ジ
ア
経
済
の
中
心

都
市
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
日
本
の
都
市
が
単
独
で
海
外
商
談

会
を
開
く
ケ
ー
ス
は
珍
し
く
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア
全
域
か

ら
製
造
業
関
係
者
が
集
ま
る
国
際
展
示
会

「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル 

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン 

ア
ジ
アｰ

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

（
Iア
イ
タ
ッ
プ

T
A
P
）」
に
も
出
展
し
、
市
の
優
れ

た
製
造
技
術
を
P
R
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
中
小
企
業
1
社
で
は
海
外
の
展
示
・
商

談
会
へ
の
参
加
は
難
し
い
。
貴
重
な
機
会

で
す
」と
い
う
声
や「
具
体
的
な
取
引
の
話

が
で
き
た
」と
い
う
声
も
。

ま
た
、J
R
高
崎
駅
直
結
の
ビ
ル
に
、

2
0
1
8
年
、
ジ
ェ
ト
ロ
群
馬
貿
易
情

報
セ
ン
タ
ー
が
開
設
。
貿
易
の
専
門
家
が

常
駐
し
、
各
国
の
市
場
状
況
や
、
貿
易
手

続
き
や
法
規
制
知
識
を
得
た
り
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

も
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
た
り
し
ま

す
。
高
崎
か
ら
海
外
市
場
へ
の
距
離
は
確

実
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

Takasaki, located in the center of Japan’s main island of Honshu, 
is one of the leading inland bases where three highways and the 
Shinkansen train line pass through. A new industrial park has 
been developed, and many companies such as metal processing 
and food manufacturers are expanding into the area. Since 2014, 
overseas fairs have been held to develop overseas sales channels 
and create business opportunities. As this city of business continues 
to evolve, the distance to overseas markets is steadily shrinking.

Supporting the business city of Takasaki
The power of “monozukuri.”
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注文を受けてから生地をつくるパンケーキ。ふわふわ食
感がたまりません。中原さん夫妻共通の趣味「食べ歩き」
から生まれたオリジナルメニューです

中
原 
陽
さ
ん
・
富
美
子
さ
ん

移
住
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
cカ
フ

ェ

a
f
é
　
紅
う
さ
ぎ
」は
、
横
浜
市
で
雑
貨
店
を
経
営
し
て
い
た
中
原

さ
ん
ご
夫
妻
が
高
崎
市
に
移
住
し
、2
0
1
5
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
お
店
。

看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
カ
ツ
サ
ン
ド
や
パ
ン
ケ
ー
キ
、
お
店
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た

雰
囲
気
が
人
気
で
す
。
高
崎
市
で
起
業
し
た
5
年
間
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま

し
た
。

c
a
f
é
　
紅
う
さ
ぎ

落ち着いた雰囲気の店内。席と席との
間隔も広く、ゆったりとした気持ちで
過ごすことができる。女子高生からマ
ダムまで、お客さんの層も幅広い

café 紅うさぎ
住所：群馬県高崎市相生町20
営業時間：11:00～17:00
定休日：毎週水曜・木曜

「まちなか商店リニューアル事業補助金」
商売を営んでいる人、または営もうとする人が、「店舗
等の改装」や「店舗等で専ら使用する備品の購入」を行
うことに対し、100万円を限度に、その費用の2分の1
を助成します

CHECK

「高崎のほどよい規模は
　 小商いにぴったり」

地
価
は
横
浜
の
約
5
分
の
１

店
舗
兼
住
宅
で
カ
フ
ェ
を
ス
タ
ー
ト

「
新
し
い
人
に
会
っ
て
、
新
し
い
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
、
そ
れ
が
と
て
も
楽

し
い
で
す
」。c
a
f
é 

紅
う
さ
ぎ
を
営

む
中
原
富
美
子
さ
ん
は
、
生
き
生
き
と
話

し
ま
す
。

「
高
崎
で
お
店
を
始
め
て
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
起
業
す
る
な
ら
、

ま
ず
東
京
、
仙
台
、
博
多
な
ど
、
大
都

市
が
思
い
浮
か
び
ま
す
け
ど
、
競
争
が

激
し
く
、
土
地
代
も
高
額
で
す
」
と
話
す

の
は
、
富
美
子
さ
ん
の
夫
の
陽
さ
ん
。
中

原
さ
ん
夫
妻
は
、
当
初
、
雑
貨
店
を
経
営

し
て
い
た
横
浜
市
で
場
所
を
探
し
ま
し
た

が
、
店
舗
兼
住
宅
で
駐
車
場
付
き
と
い
う

条
件
に
合
う
土
地
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
候
補
に
挙
が
っ
た
の
は
、

友
人
が
住
ん
で
い
て
花
火
大
会
な
ど
で
何

度
か
訪
れ
て
い
た
高
崎
市
で
し
た
。
横
浜

市
と
比
べ
る
と
地
価
は
5
分
の
１
ほ
ど
。

こ
れ
が
決
め
手
と
な
り
、
高
崎
へ
の
移
住

を
決
め
た
そ
う
で
す
。「
高
崎
と
は
特
別

な
じ
み
深
い
訳
で
は
無
か
っ
た
の
で
す

が
、„
え
い
！
“
と
飛
び
込
ん
で
き
た
感
じ

で
す
。
5
年
経
っ
た
今
考
え
る
と
、
思
い

切
っ
て
や
っ
て
み
る
、
そ
う
し
な
い
と
見

え
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
ね
」
と
富
美
子

さ
ん
は
話
し
ま
す
。

人
口
37
万
、
ほ
ど
よ
い
規
模
で

市
の
制
度
や
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
も
充
実

「
高
崎
は
„
ほ
ど
よ
い
“
規
模
の
街
で

す
。
大
き
な
利
益
を
目
指
さ
な
い
、
私
た

ち
の
よ
う
な
小
商
い
に
、
ぴ
っ
た
り
の
土

地
で
す
」と
陽
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

„
ほ
ど
よ
い
“と
は
ど
う
い
う
意
味
か
、

陽
さ
ん
は
こ
う
説
明
し
て
く
れ
た
。「
食

材
流
通
、
住
宅
、
造
園
、
店
舗
サ
イ
ン
・

設
計
な
ど
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が
そ
ろ
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
大
都
市
ほ
ど
競
争

が
激
し
く
な
い
」。

ま
た
、
中
原
さ
ん
は
「
ま
ち
な
か

商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
補
助
金
」

（
C
H
E
C
K
）な
ど
市
の
支
援
制
度
を
利

用
し
て
い
ま
す
。「
所
得
制
限
な
ど
の
条

件
も
な
く
、
と
て
も
利
用
し
や
す
い
で
す

ね
」と
陽
さ
ん
。

「
高
崎
で
は
人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
こ

の
あ
た
り
の
方
は
、
適
度
な
距
離
感
で

世
話
を
焼
い
て
く
れ
ま
す
」
と
富
美
子
さ

ん
。
あ
る
デ
ザ
イ
ン
会
社
の
社
長
に
は
、

デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な

困
り
ご
と
を
相
談
し
て
い
る
そ
う
。「
高

崎
で
お
店
を
や
っ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
よ
」
と
富
美
子
さ
ん
は
笑
顔
で

話
し
ま
す
。「
今
日
、
そ
ん
な
言
葉
が
聞

け
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
よ
」
と
陽
さ
ん

が
笑
い
か
け
ま
す
。
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「
お
江
戸
見
た
け
り
ゃ
高
崎
田
町
」
と
う
た
わ

れ
た
高
崎
。
ま
ち
は
時
代
と
と
も
に
形
を
変
え

な
が
ら
も
、
多
く
の
人
が
行
き
交
い
、
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
中
心
市
街
地
の
衰
退
や
人
口
減

少
問
題
な
ど
に
よ
り
、
地
方
都
市
は
元
気
が
な

い
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
高
崎
市
は
駅
を
中
心
に

「
都
市
機
能
」
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。
多
く

の
人
が
集
ま
る
「
仕
掛
け
」
も
打
ち
出
さ
れ
、
ま

ち
な
か
に
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
ち
な

か
の
商
店
へ
の
支
援
や
空
き
家
対
策
、
新
た
な

ま
ち
な
か
の
移
動
手
段
の
創
出
な
ど
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

市
民
の
新
し
い
足
と
お
店
支
援
で

ま
ち
な
か
に
新
た
な
人
の
流
れ

空き家事務所・店舗改修助成金
空き家を改修し、事務所や店舗を新たに営
業する場合、500万円を限度に改修費用の2
分の１を助成します

●空き家対策をビジネスの創出につなげています
●風情ある古民家や商店などを活用し、まちの

景観を向上

ポイント

さまざまな “ 仕掛け ” で
“ にぎわい ” をまちなかに

高崎駅西口から中心市街地を巡る「お店ぐるりんタク
シー」は、誰でも無料で利用できる気軽な交通手段。駅前
のにぎわいを周辺の商店街に広げる取り組みの一つ

事前登録不要で、誰でも使える無料の「高チャリ」
は、まちなかの移動手段として市民に定着している

元
気
な
お
店
×
タ
ク
シ
ー
&
自
転
車

新
し
い
人
の
流
れ
が
生
ま
れ
る

高
崎
駅
西
口
か
ら
歩
い
て
10
分
ほ
ど
の

椿
町
。
そ
の
一
角
に
、
家
庭
的
な
定
食
を

中
心
に
、
ち
ょ
い
飲
み
で
き
る
レ
ト
ロ
な

「
椿
食
堂
」が
あ
り
ま
す
。
市
の
空
き
家
対

策
制
度
を
利
用
し
て
、
築
約
90
年
の
古
民

家
を
改
装
し
、
開
業
し
ま
し
た
。
市
外
か

ら
食
べ
に
く
る
お
客
さ
ん
も
い
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
市
は
商
店
主
を
支
援
す
る
た

め
、
店
舗
の
改
装
や
備
品
の
購
入
に
最
大

1
0
0
万
円
を
補
助
す
る
「
ま
ち
な
か
商

店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
」
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
ち
な
か
の
回
遊
性
を
高

め
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た

め
、
新
し
い
移
動
手
段
を
考
案
。
そ
の
一

つ
が「
お
店
ぐ
る
り
ん
タ
ク
シ
ー
」で
す
。

駅
前
か
ら
駅
西
口
周
辺
の
商
店
街
を
毎
日

巡
回
し
て
い
ま
す
。
無
料
で
乗
り
降
り
自

由
、
誰
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
も
う
一
つ

が
登
録
不
要
で
誰
で
も
利
用
で
き
る
、
無

料
の
ま
ち
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク
ル

「
高
チ
ャ
リ
」
で
す
。
専
用
の
サ
イ
ク
ル

ポ
ー
ト
が
高
崎
駅
や
市
役
所
、
図
書
館
、

大
型
商
業
施
設
な
ど
に
設
置
さ
れ
、
百
円

を
入
れ
て
貸
し
出
し
。
ポ
ー
ト
に
自
転
車

を
返
却
す
る
と
百
円
が
戻
る
仕
組
み
で

す
。
こ
う
し
た
仕
組
み
が
、
高
崎
の
ま
ち

な
か
に
、
新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
り
、

に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

Takasaki was hailed as a place to go 
if you want to see old Edo. Although 
the city has changed with the times, it 
has seen many people come and go 
in its development. Nowadays, “urban 
functions” are being developed around 
Takasaki Station, “mechanisms” for 
people to gather are being launched, 
and the number of people in the city is 
increasing. “Shop Gururin Taxi” that goes 
around the shopping streets, and the 
“Taka-chari” bicycle service. “Takasaki 
City Machinaka Shoten Renewal Grant 
Business” that supports the creation of 
attractive stores. Various mechanisms are 
creating a new flow of people in the city of 
Takasaki and a lively atmosphere.

Making the city more “lively” 
using various “mechanisms”
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暮らしに心地良さを暮らしに心地良さを

子育て世代から高齢者まで、誰もが心地良く暮らすために。
利用者目線の、高崎市独自の取り組みを紹介します。

暮らしに
　　　心地良さを

Theme 05子育てSOSサービス

子育てなんでもセンター

電話一本ですぐに対応。
ヘルパーが自宅へ訪問。
　子育てで手いっぱいになり家事まで手が回らなく
なったとき、「誰かと話をしたい」「疲れてしまった」と感
じたとき、子育てSOSサービスが力になります。ヘル
パーがもく浴、授乳などの手伝いや、料理や掃除など
の家事全般を行うサービスです。利用の対象者は市内
に住んでいる、妊娠中の人か未就学児の保護者です。
ヘルパーの訪問は、利用者が在宅している間に限られ
ます。訪問の費用は1時間250円、電話相談は無料です。

出産から再就職の悩みまで
子育てをトータルサポート。
　妊娠期の不安や、子育ての悩み、再就職の相談など
を一括して受け付け、支援につなげる拠点です。保育
所・幼稚園探しにも力を入れており、市内の幼稚園・保
育所・認定こども園の園長が日替わりで来所し、入園相
談をすることができます。また、求人情報の提供や、
一人ひとりの「ライフプラン」を視野に入れた就労相談
を実施。併設の託児施設に、子どもを預けて面接や就
職説明会に出かけることもできます。

子どもの医療費助成扶助
　子どもたちが安心して必要な医療が受けられるよ
う、医療機関を受診した際、保険診療の自己負担分と
入院時の食事療養費の標準負担額を市が助成（無料にな
る）制度です。中学校卒業までの子どもが対象です。

病児保育・病後児保育
　「子どもが病気になって保育所や幼稚園に登園できな
いけど、どうしても仕事を休めない」。そんなときに頼
りになるのが、病気の子どもを預かる「病児保育」と、
回復期の子どもを預かる「病後児保育」です。2020年現
在、市内に6か所あります。

子育て世代を社会で支える。

A city where everyone can live comfortably
A town that provides social support for the child-rearing generation

Takasaki City is undertaking various initiatives from the citizen's perspective so that everyone from the 
child-rearing generation to the elderly can live comfortably. The “Kosodate Nandemo Center” is a base 
for child-rearing support that provides support from pregnancy to child-rearing and reemployment. A 
“Child-rearing SOS Service” where helpers rush to the aid with a single phone call, “Childcare for sick 
children/childcare after illness” for sick children, and “Medical expense subsidy assistance” for children 
up to graduation from junior high school. Takasaki is promoting the creation of a town that is perfectly 
suited to those who want to raise children.
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高崎駅から徒歩圏内にある「子
育てなんでもセンター」

カラフルな遊具が揃う観音山公園のケルナー広場。夏には
プールエリアも開放され、多くの親子連れでにぎわう。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
課
題
解
決

「
子
育
て
な
ん
で
も
セ
ン
タ
ー
」

「
高
崎
は
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
で
、

本
当
に
ラ
ッ
キ
ー
と
い
う
の
が
実
感
で

す
。
中
で
も
、
ま
ち
な
か
に
あ
る『
子
育
て

な
ん
で
も
セ
ン
タ
ー
』は
週
３
、４
回
利
用
す

る
く
ら
い
お
気
に
入
り
の
場
所
で
す
。
子

ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
、
保
育
士
な
ど
資

格
を
持
つ
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に
気
軽
に
子

育
て
の
悩
み
や
心
配
ご
と
を
聞
い
て
い
た
だ

け
る
環
境
が
有
り
難
い
で
す
。
離
乳
食
の

メ
ニ
ュ
ー
や
ハ
イ
ハ
イ
が
他
の
子
よ
り
遅
い

の
で
は
？
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
に
も
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
、
不
安
が
解
消
さ

れ
た
り
、
勇
気
を
い
た
だ
い
た
り
と
い
う

こ
と
も
し
ば
し
ば
。
こ
こ
で
は
マ
マ
友
も

で
き
て
母
子
と
も
に
楽
し
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
」と
、
小
澤
さ
ん
は
高
崎
の
子

育
て
支
援
に
心
強
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
を
応
援
す
る

先
進
的
な
取
り
組
み

高
崎
市
で
は
、
中
学
３
年
生
ま
で
所
得

に
か
か
わ
ら
ず
医
療
費
が
無
料
で
す
。
病

院
の
窓
口
に
「
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者

証
」
を
提
示
す
る
だ
け
な
の
で
、
領
収
書

の
管
理
や
後
で
申
請
手
続
き
を
す
る
と

い
っ
た
手
間
が
な
く
、
申
請
も
れ
の
心
配

も
あ
り
ま
せ
ん
。
通
院
が
頻
繁
に
な
り
が

ち
な
子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
は
、
大
き

な
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
第
2
子
を
妊
娠
す
る
と
、
第
1

子
は
保
育
園
を
退
所
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
自
治
体
が
多
い
中
、
高
崎
市
で

は
第
1
子
の
継
続
入
所
が
で
き
る
の
で
助

か
り
ま
し
た
。
こ
の
点
は
特
に
職
場
の
同

僚
に
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
ま
し
た
」
と
小

澤
さ
ん
は
力
を
込
め
ま
す
。

そ
の
他
、
高
崎
市
で
は
保
育
需
要
が
高

い
地
域
で
の
保
育
所
の
新
設
な
ど
、
待
機

児
童
ゼ
ロ
に
向
け
て
、
高
崎
市
の
本
気
度

が
伝
わ
っ
て
く
る
と
話
し
ま
す
。

子
育
て
世
代
に
う
れ
し
い

身
近
な
憩
い
の
場
や
豊
か
な
自
然

「
高
崎
駅
周
辺
は
大
型
商
業
施
設
が
あ

り
、
買
い
物
す
る
の
に
と
て
も
便
利
。
そ

し
て
、
車
で
烏
川
を
渡
れ
ば
す
ぐ
に
、
観

音
山
を
は
じ
め
自
然
の
豊
か
さ
を
感
じ
ら

れ
る
場
所
が
広
が
っ
て
、
子
育
て
に
も
最

適
な
環
境
で
す
」。

小
澤
さ
ん
の
お
気
に
入
り
の
一
つ
が
、

観
音
山
公
園
に
あ
る「
ケ
ル
ナ
ー
広
場
」。

子
ど
も
の
冒
険
心
を
駆
り
立
て
、
危
険
を

回
避
す
る
能
力
や
身
体
能
力
・ 

体
力
を
向

上
さ
せ
る
遊
具
を
設
置
。
ハ
ラ
ハ
ラ
・
ド

キ
ド
キ
し
な
が
ら
思
い
っ
き
り
遊
べ
る
と

評
判
で
す
。

ま
た
、
安
産
・
子
育
て
の
宮
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
山
名
八
幡
宮
の
中
に
あ
る
カ

フ
ェ
は
、
マ
マ
た
ち
が
子
ど
も
を
遊
ば
せ

な
が
ら
、
気
兼
ね
な
く
食
事
や
お
茶
の
時

間
を
楽
し
め
る
と
、
お
気
に
入
り
の
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
高
崎
駅
0
番
線
か
ら
レ
ト
ロ
な
車
体

の
上
信
電
鉄
に
乗
っ
て
5
番
目
の
山
名
駅

を
降
り
て
す
ぐ
の
所
に
あ
る
の
で
、
電
車

好
き
の
息
子
は
大
は
し
ゃ
ぎ
。
路
線
に
鉄

橋
が
あ
っ
て
川
を
渡
る
景
色
の
変
化
も
新

鮮
で
す
。
ま
た
、
電
車
と
い
え
ば
、
高
崎

ア
リ
ー
ナ
の
隣
に
あ
る
小
さ
な
公
園
は
、

機
関
車
や
在
来
線
、
新
幹
線
が
見
ら
れ
る

絶
好
の
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
。
複
合
遊
具
も

あ
っ
て
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
を
安
心
し

て
遊
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
、
高

崎
の
暮
ら
し
を
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
楽

し
ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

「子育て世代の
　“あったらいいな”を
　　　　本気でかなえる」

小澤 沙弥香さん
千葉県出身。2児の母で、都内の
企業に新幹線通勤をしていま
す。現在は育休中。高崎駅で同じ
く新幹線通勤のママ友と出会っ
て“お疲れ様”と挨拶を交わすこ
ともあったそうです。

子
育
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

小
澤 
沙
弥
香
さ
ん

県
外
出
身
で
、
都
内
の
企
業
に
勤
め
る
小
澤
さ
ん
。2
児
の
母
で
、
現
在

は
育
休
中
で
す
。
子
育
て
支
援
施
設
や
、
医
療
・
保
育
制
度
な
ど
高
崎
市
は

子
育
て
世
代
へ
の
サ
ポ
ー
ト
が
充
実
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。
ま
ち
な
か

で
買
い
物
を
し
た
り
郊
外
の
公
園
に
出
か
け
た
り
、
高
崎
で
の
子
育
て
ラ

イ
フ
を
満
喫
す
る
小
澤
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
す
。

保育所入所を
通年で受け付け
これまで年に2回だった保育所の申し
込みを、通年で受け付けています。ま
た、預ける保育所が決まらない保護者
の不安を解消するため、入所の可否を
原則2週間で回答しています。

育休中でも姉・兄を
継続して預けらる
出産後、育休中の保護者が家にいて
も、すでに保育所に入所してる姉・兄
も継続して入所できます。上の子の再
入所の心配を解消し、保護者の負担
を減らす取り組みです。

子育て応援 高崎の保育支援
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A city where everyone can live comfortably.　　

広
が
る
高
崎
ブ
ラ
ン
ド

変
革
を
続
け
る
都
市
力

暮
ら
し
に
心
地
良
さ
を

資
料

文
化
が
息
づ
く
街

ス
ポ
ー
ツ
の
力
、市
民
の
力

暮らしに心地良さを 暮らしに心地良さを

次世代を担う子どもたちの
“ 未来 ” と “ 可能性 ” を育む

学校区ごとに行われている無料の学習講座「学力アップ大
作戦」。地域を挙げての子どもたちの学習支援活動は全国
的にも珍しい取り組み

榛名湖の自然を生かした体験学習を行う施設「榛名林
間学校榛名湖荘」。地域愛や友情を育める貴重な機会
となっている

生
き
た
英
語
を
学
ぶ
機
会
を

A
L
T
の
全
校
配
置
と

く
ら
ぶ
ち
英
語
村

高
崎
市
で
は
、
全
て
の
小
中
学
校
83
校

に
英
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）を
配
置
し
、

英
語
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
か
ら
生
き
た
英
語
を
学
ぶ
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
は
高
い
英
語
力
を
自
然

に
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
口

30
万
人
以
上
の
都
市
で
、A
L
T
の
全
校

配
置
は
珍
し
く
、
高
崎
市
な
ら
で
は
の
特

色
を
生
か
し
た
国
際
教
育
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
低
学
年
か
ら
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
生
き

た
英
語
に
触
れ
る
こ
と
で
、
楽
し
く
慣
れ

親
し
み
、
高
い
英
語
力
の
習
得
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
は
、
親
元
を
離
れ
、

集
団
生
活
や
自
然
体
験
を
し
な
が
ら
、
外

国
人
の
英
語
指
導
員
と
一
緒
に
、
日
常
生

活
の
全
て
を
英
語
で
過
ご
す
山
村
留
学

「
く
ら
ぶ
ち
英
語
村
」が
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ

は
国
内
で
も
例
の
な
い
取
り
組
み
で
、
全

国
各
地
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
小
中
学
校
に
通

学
し
な
が
ら
、
宿
舎
内
で
は
英
語
で
会
話

し
、
実
践
的
に
英
語
力
を
身
に
付
け
て
い

き
ま
す
。
通
年
コ
ー
ス
の
他
、
夏
休
み
や

冬
休
み
な
ど
を
利
用
し
た
短
期
コ
ー
ス
、

毎
週
末
の
土
日
曜
日
だ
け
滞
在
す
る
週
末

コ
ー
ス
も
あ
り
、
幅
広
い
教
育
ニ
ー
ズ
に

応
え
て
い
ま
す
。

高
崎
市
は
、
子
ど
も
た
ち
が
良
く
学
び
、
良

く
遊
べ
る
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
英
語
教
育
。
市
内
に
83
あ
る
全
小
中
学

校
に
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
A
L
T（
外
国
語
指
導
助

手
）
を
配
置
し
、
小
学
1
年
生
か
ら
英
語
に
親
し

め
る
教
育
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
休

日
な
ど
に
保
護
者
や
地
域
の
人
た
ち
が
子
ど
も

た
ち
の
勉
強
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
手
伝
い
す

る
「
学
力
ア
ッ
プ
大
作
戦
」
を
実
施
。
地
域
と
学

校
、
市
が
協
力
し
て
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
育
み
ま
す
。

世
界
に
羽
ば
た
く
力
を
育
む

先
進
的
な
高
崎
の
教
育
力

Takasaki’s Advanced 
Educational Power

Takasaki is focusing on creating an 
environment where the children who will 
lead the next generation can properly 
learn and enjoy play. Native ALTs (foreign 
Ass is tant  Language Teachers)  are 
assigned to all elementary and junior high 
schools in the city so children can become 
familiar with English from an early stage. 
Also, Haruna Outdoor Education School 
was established as a facility for hands-on 
learning that makes the most of the natural 
environment of Mt. Haruna and Lake 
Haruna. Furthermore, parents and local 
volunteers are working in the area to help 
children study.
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A city where everyone can live comfortably.　　

広
が
る
高
崎
ブ
ラ
ン
ド

変
革
を
続
け
る
都
市
力

暮
ら
し
に
心
地
良
さ
を

資
料

文
化
が
息
づ
く
街

ス
ポ
ー
ツ
の
力
、市
民
の
力

暮らしに心地良さを 暮らしに心地良さを

いつまでも
　　 住み慣れたまちで暮らす

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
お
年
寄
り
を
応
援

”出
向
く
福
祉
“で
き
め
細
か
に

まちの身近な相談窓口

◀ハートが目を引く統一デザインの車を配備

超
高
齢
社
会
の
今
、
高
崎
市
で
も
単
身
や
高
齢
者

だ
け
の
世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
誰
も
が
抱

え
る
悩
み
や
不
安
を
受
け
止
め
る
の
が
、
市
内
29
か

所
に
あ
る
「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。
日

常
の
困
り
ご
と
か
ら
介
護
の
専
門
的
な
相
談
ま
で
幅

広
く
受
け
付
け
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
人
に
一

番
合
っ
た
暮
ら
し
方
が
で
き
る
よ
う
な
支
援
を
提
案

し
ま
す
。
ま
た
、
窓
口
で
待
つ
の
で
は
な
く
、
積
極

的
に
高
齢
者
宅
を
ま
わ
る
„
出
向
く
福
祉
“
で
、
き
め

細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

もしもに備える仕組み

通報装置（上写真）と安
否確認センサー（左写
真）。センサーは多くの
時間を過ごす居間の壁
などに設置

高齢者あんしんセンター
「待つ福祉から出向く福祉へ」を合言葉に始まった「高齢者あ

んしんセンター」。市内に29か所あり、お年寄りの日常的な
困りごとから介護サービスなどの専門的なことまで、幅広く
受け付け、支援する相談窓口です。保健師や社会福祉士、主
任介護支援専門員などの専門資格を持った職員が、専門性を
生かしながらサポートします。窓口や電話はもちろん、自宅
へ伺って相談を受けたり、一人暮らしの高齢者を定期的に訪
問したりと、今までにない「出向く福祉」を実践しています。

高齢者等あんしん見守りシステム
ボタン一つで助けを呼べる通報装置と安否確認センサーの

無料設置で不測の事態に24時間対応します。

配食サービス
365日・朝昼晩の3食に対応し、栄養バランスの良い食事を

届けます。受け渡し時に安否確認も行います。

はいかい高齢者等救援システム
小型GPS機器を無料で貸し出し、機器を携帯した高齢者が

行方不明になった場合に位置を特定して、迅速な救援が可能
です。

Live in a town you'll be happy to stay in forever

To meet the needs of today's super-aging society, there are twenty nine “Senior Citizen 
Relief Centers” to care for the concerns of the elderly and their families. Detailed support 
is provided through “social welfare visits” to actively visit elderly people's homes. Services 
such as responding to unforeseen circumstances 24 hours a day and delivering nutritionally 
balanced meals are provided. It’s a town where you can live like someone familiar in your 
area.
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A city where everyone can live comfortably.　　

広
が
る
高
崎
ブ
ラ
ン
ド

変
革
を
続
け
る
都
市
力

暮
ら
し
に
心
地
良
さ
を

資
料

文
化
が
息
づ
く
街

ス
ポ
ー
ツ
の
力
、市
民
の
力

暮らしに心地良さを 暮らしに心地良さを

安心・安全な地域社会を築くため、医療の充実、災害に強いまちづくりに力を入れています。

災害などから市民を守る。もしもに備えた支援体制。

避難が必要になったとき、自力で
避難することができない市民は誰で
も、高崎市の災害専用電話（☎027-
321-5000）に電話すれば、公用車
やバスが迎えに行く体制を整えてい
ます。大雪などの降雪時には市職員
による緊急応援隊が、除雪作業を実
施します。　

救急患者のたらい回し「ゼロ」を
目指し、救急医療体制を強化してい
ます。医師や空きベッドの不足など
に対応するために医療機関への補助
を実施。救命医が現場に出向くドク
ターカーの運行などにも支援してい
ます。

大雨による水害や土砂災害、地震
災害への備えとして、平成26年か
ら、市内の危険箇所を総点検してい
ます。河川や水路、傾斜地、地下道
など危険性の高い場所を点検。改修
工事や障害物の撤去など早急な改善
を行っています。

危険箇所総点検

救急救命体制の強化

緊急応援隊

高齢者の家族を支える

高齢者の暮らしを支える

おとしよりぐるりんタクシー
「おとしよりぐるりんタクシー」は、予約不要で、

自由に乗り降りできる無料の巡回タクシーです。高
崎市内でも高齢化率の高い倉渕・榛名・吉井の3つの
地域で、決められたルートを巡回。高齢者や障害の
ある人などの移動の支援を目的にしたもので、全国
でも類を見ない取り組みです。高齢者の外出を後押
しし、介護予防にもつなげます。

介護SOSサービス
介護が必要な高齢者と一緒に暮らす家族や介護

者の手助けとなる高崎市独自の取り組みです。介
護のプロによる見守り・食事・介助などの訪問サー
ビスと短期の宿泊サービスを、リーズナブルな料
金で提供。介護認定や利用のための登録手続きは
不要です。24時間、電話一本で対応。家族の私用
やリフレッシュのために利用してもらうことで、
お年寄りも周りの人も笑顔で暮らせる長寿社会を
応援しています。

Protecting citizens from disasters

Every year since 2014, comprehensive inspections of dangerous places in the city have been carried 
out. Immediate improvements such as repair work and removal of obstacles is also undertaken.
Takasaki is strengthening its emergency medical system. The city is working to shorten transportation 
times for patients and solve the problems of shortages of doctors and vacant beds.
A system has been built in which public cars and buses can pick people up in the event of an 
evacuation due to a typhoon or heavy rain. For help with snow removal, there is an emergency 
support team made up of city officials that can help.
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千三百年前の

高 崎

Topics

多た

ご

ひ

胡
碑

山や
ま
の
う
え
ひ

上
碑

金か
な
い
ざ
わ
ひ

井
沢
碑

上野三碑から何が分かる？
人々の信仰や、婚姻の習慣、行政制度など古代の実像が見えてくる。

多
胡
碑

金
井
沢
碑

山
上
碑

ユ
ネ
ス
コ「
世
界
の
記
憶
」に
登
録

世
界
が
認
め
た
千
三
百
年
前
の
古
代
碑

守
り
伝
え
ら
れ
た
古
代
の
記
憶

大や
ま
と和
を
中
央
政
府
と
し
た
古
代
国
家
が

完
成
す
る
の
が
飛
鳥
・
奈
良
時
代
。
こ
の

頃
か
ら
国
家
創
成
の
過
程
を
中
国
に
な
ら

い
文
字
で
記
録
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

行
政
区
分
に
つ
い
て
も
中
国
を
参
考
に

し
、
あ
る
地
方
の
も
っ
と
も
大
き
な
区
分

を
国
、
そ
の
下
を
郡
、
里
と
定
め
ま
し
た
。

「
金
井
沢
碑
」に
あ
る
上
こ
う
ず
け
の
く
に

野
国
※
2„
群く

る
ま
の馬

“

郡こ
お
り
し
も
さ
ぬ
の
さ
と
た
か
だ
の
こ
ざ
と

下
賛
郷
高
田
里
と
い
う
住
所
か
ら

は
、
奈
良
の
飛
鳥
か
ら
4
0
0
㎞
以
上
離

れ
た
高
崎
ま
で
中
央
の
統
治
が
及
ん
で
い

た
様
子
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、「
山
上
碑
」
を
建
て
た
長
利
は
、

佐さ
の
の
み
や
け

野
三
家
と
い
う
中
央
政
府
と
強
く
結
び

つ
い
た
名
門
の
出
で
す
。
こ
の
地
域
の
豪

族
が
当
時
の
先
進
思
想
で
あ
る
仏
教
に
帰

依
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

さ
ら
に「
多
胡
碑
」か
ら
は
、
先
進
的
な

渡
来
系
技
術
が
根
付
い
た
工
業
地
帯
を
治

め
て
い
た
の
が「
羊
」と
呼
ば
れ
る
渡
来
系

の
人
物
だ
っ
た
こ
と
も
推
定
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
古
代
の
記
録
が
失
わ
れ
た
中
、

守
り
伝
え
ら
れ
た
上
野
三
碑
。
地
方
行
政

制
度
の
あ
り
方
、
古
代
豪
族
の
婚
姻
や
氏

の
つ
な
が
り
、
仏
教
思
想
の
広
が
り
な
ど

多
く
の
こ
と
を
伝
え
る
、
古
代
東
国
史
の

一
級
史
料
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　726年建碑。碑の文中に9人の人
名があり、そのうち4人は女性で
す。結婚後も実家の氏の名で呼ばれ
ていたこと、子どもたちと共に実家
の先祖祭祀に参加していることか
ら、家族のつながりに女性が大きな
役割を果たしていたことが伺えま
す。群馬という地名が表された県内
最古の史料でもあります。

　711年に中央政府からの命令で
上野国に14番目に建てた「多胡郡」
の記念碑です。それまであった3つ
の郡を6つの郷に割き、新たに多胡
郡を設置したこと、権威付けのた
め当時の政府首脳の名が刻まれて
います。『続日本紀』との記述も一致
し、古代の地方行政の様子が伺えま
す。

　681年、放
ほうこうじ

光寺の僧・長
ちょうり

利が、母の
黒
く ろ め と じ

売刀自の供養と自身の顕彰とし
て建立。当時の寺院は現在の大学に
近い場で、長利は相当の知識人でし
た。また、碑文は全て漢字で書かれ
ていますが、日本語の語順で読むこ
とができます。現在につながる日本
独自の漢字の使用法が確認できる
非常に重要な史料です。

多胡郡（吉井町近辺）の全景と上野三碑

多胡郡推定範囲図

～上
こ う ず け さ ん ぴ

野三碑と多胡郡～
古代最先端都市の跡。

烏川

金井沢碑
山上碑

多胡碑 鏑川

群
馬
郡

多
胡
郡

甘
良
郡

片
岡
郡

天
引
川

鮎
川

山
部
郷

や
ま
べ

織
裳
郷

お
り
も

大
家
郷

お
お
や
け

韓
級
郷

か
ら
し
な

武
美
郷

む
み

矢
田
郷

や
た

緑
野
郡

半径1.5㎞内に古代の石碑が密集
上
こうずけさんぴ

野三碑と呼ばれる石碑、その全てが多胡郡
に立っています。古代において「文字を刻ん
だ碑を建てる」ことは最先端の文化事業でし
た。石碑が密集した多胡郡は、豊かな文化や
高度な技術が根付く土地だったのです。

高
崎
市
に
現
存
す
る
上
野
三
碑
と
呼
ば
れ
る
３
つ

の
古
代
碑
が
、2
0
1
7
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界
の

記
憶
」※
1
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

上
野
三
碑
は
、
い
ず
れ
も
「
多
胡
郡
（
現
在
の
高
崎

市
吉
井
町
近
辺
）」に
所
在
し
、
飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
造

立
さ
れ
ま
し
た
。„
多
胡
“は
渡
来
人（
＝
胡
人
）が
多
く

住
ん
だ
土
地
で
し
た
。
文
字
を
駆
使
し
、
石
碑
を
建

て
る
文
化
は
、
飛
鳥
時
代
に
朝
鮮
半
島
や
中
国
か
ら

も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
渡
来
人
の
知
識
層
が
地
域

経
営
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
当
時
の
日
本
の
中
で

も
高
い
文
化
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

日
本
国
内
で
現
存
す
る
古
代
碑
・
石
塔
は
わ
ず
か
18

例
、
そ
の
う
ち
3
つ
が
高
崎
市
内
の
半
径
1.5
㎞
以
内
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
三
碑
の
集
中
は
、
歴
史
的
に
極
め

て
特
筆
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
重
要
性
か
ら
、
い
ず

れ
も
国
の
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
1 

世
界
遺
産
、
無
形
文
化
財
に
並
ぶ
ユ
ネ
ス
コ
主
催
の
3
大

遺
産
事
業
の
一
つ
で
す
。
古
文
書
や
書
物
な
ど
の
歴
史
的

価
値
の
あ
る
記
憶
物
を
保
存
、
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が

目
的
。
ゲ
ー
テ
の
直
筆
文
学
作
品
や
ア
ン
ネ
の
日
記
な
ど

が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
2 

上こ
う
ず
け
の
く
に

野
国
は
、
現
在
の
群
馬
県

Registered in UNESCO's “Memory of the World Programme”
World-renowned 1,300 year-old ancient stelae

The Yamanoue, Tago, and Kanaizawa stelae that still exist in Takasaki City were registered in 
UNESCO's “Memory of the World Programme” in 2017.
The three stone stelae built during the Asuka and Nara periods are collectively called The Three Stelae 
of Kozuke. The culture of building stone monuments featuring text was brought from the Korean 
Peninsula and China. It can be seen that knowledgeable migrants were involved in regional management 
and that they were highly cultured at that time. It can be said that this is a first-class historical source of 
ancient Eastern history that conveys the ideal state of the local administrative system, the marriage of 
ancient powerful tribes and connections between them, and the spread of Buddhist thought.
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springsummer

春
夏

ぐんま「はにわの里」夏祭り高崎まつり

榛名湖リゾート・トライアスロン

吉井どろんこ祭り 榛名山ヒルクライムin高崎

高崎映画祭

観音山の桜

しんまち桜まつり

summer

spring

3月 上野三碑一般公開【多胡碑記念館ほか】
はるな梅マラソン【榛名文化会館】
みさと梅まつり【箕郷梅林】
榛名梅まつり【榛名文化会館】
カタクリ咲いたまつり【小串カタクリの里】
高崎映画祭【群馬音楽センターほか】

4月 しんまち桜まつり【自衛隊新町駐屯地内】
たかさき春まつり【もてなし広場・観音山】
鼻高展望花の丘　菜の花まつり【鼻高町】
みさと芝桜まつり【箕郷町松之沢】
たかさきスプリングフェスティバル

【高崎市役所庁舎前広場・群馬音楽センター】
森とオーケス卜ラ【群馬の森】
高崎商都博覧会【高崎駅周辺デパート】
ぐんま青空マルシェ【群馬支所特設会場】

5月 榛名山ヒルクライムin 高崎【榛名山】
幽玄の杜音楽会【榛名神社】
高崎市民美術展覧会【高崎シティギャラリー】
小栗まつり【東善寺】

6月 吉井どろんこ祭り【吉井町多比良】
高崎バル【中心市街地】
環境フェア【もてなし広場ほか】

7月 みさとホタル祭り【箕輪小学校北側・蛍峰園】
新町七タまつり【新町駅前通り・銀座通り】
箕郷ふるさと夏祭り【ふれあい公園】
吉井ふるさと祇園まつり【吉井文化会館周辺】
榛名湖リゾー卜・トライアス口ンin群馬【榛名湖畔】
ぐんま青空マルシェ【群馬支所特設会場】

8月 榛名の祭り・花火大会【榛名湖畔】
高崎まつり・高崎山車まつり・大花火大会・技能祭
　　　　　　　　　　　　  【もてなし広場ほか】
ぐんま「はにわの里」 夏まつり【上毛野はにわの里公園】
新町ふるさと祭り「山車まつり・神輿まつり」（隔年開催）
　　　　　　　　　　　　　   【新町駅前通りほか】
榛名ふるさと祭り商工花火大会【烏川公園】
新町ふるさと祭り「花火大会・灯ろう流し・盆踊り大会」
　　　　　　　　　　　【烏川総合グラウンドほか】
高校生バンドフェスティバル【新町文化ホール】
観音山ろうそく祭り万灯会【慈眼院】
くらぶちの夏祭り【倉渕支所】
はるなの梨まつり【榛名ロッジ前】
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autumnwinter

秋
冬

高崎HANABIコンクール

高崎だるま市

ニューイヤー駅伝

榛名湖イルミネーションフェスタ

箕輪城まつり

どこもかしこも

かみつけの里古墳祭り

たかさき雷舞フェスティバル

autumn

winter
12月 新町イルミネーション【新町駅前通り】

国府白菜祭り【JAはぐくみ】
ぐんま青空マルシェ【群馬支所特設会場】
榛名湖イルミネーションフェスタ【榛名湖畔】

1月 高崎だるま市【高崎駅西口駅前通り】
高崎元旦コンサー卜【高崎芸術劇場】
ニューイヤー駅伝【高崎市役所ほか】
初詣【榛名神社ほか】
牛伏山ご来光【牛伏山展望台】
消防隊出初式【もてなし広場】
どんど焼き【市内各地】
たかさき絵本フェスティバル【高崎シティギャラリー】

2月 高崎HANABIコンクール【倉渕支所】
多胡碑マラソン【吉井運動公園】
NPOボランティアフェスティバル

【高崎市市民活動センター・ソシアス】
タカサキダンスフェスティバル【群馬音楽センター】
新町ひなまつり【新町行在所ほか】

9月 ストリートライブin高崎どこもかしこも【中心市街地】
たかさきキッズパーク【高崎市総合保健センター】
縁日広場【高崎シティギャラリーハローフォーラム】
ぐんまジャズフェスティバル 【はまゆう山荘】
鼻高展望花の丘 コスモスまつり【鼻高町】
榛名湖マラソン【榛名湖畔】
高崎音楽祭【群馬音楽センターほか】

10月 たかさき能【群馬音楽センター】
みのわの里のきつねの嫁入り【箕郷支所周辺】
たかさき雷舞フェスティバル【もてなし広場ほか】
美スタイルマラソン【もてなし広場ほか】
鎌倉街道武者行列【城南小学校区】
高崎マーチングフェスティバル【高崎アリーナほか】
かみつけの里古墳祭り【上毛野はにわの里公園】
上野国分寺まつり【上野国分寺跡】
榛名ふるさと祭り【榛名支所前広場】
箕輪城まつり【箕輪城跡】
高崎ハロウィン【高崎駅西口周辺】

11月 烏川渓谷口ードレース大会【倉渕町】
高崎菓子まつり【もてなし広場】
しんまち商工祭・大道芸まつり【いちょう並木通り】
吉井秋まつり【吉井交危鎖直周辺】
キングオブパスタ【もてなし広場】
えびす講市【中心市街地】
農業まつり【もてなし広場】
新そば祭り【榛名山町】
たかさき光のページェント【中心市街地】
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時
代

元
号

西
暦

出
来
事

縄文時代以前

8
0
0
万
年

前
関
東
山
地
側
が
隆
起
し
海
だ
っ
た
高
崎
市
域
が
浅
瀬
に
な
っ
た

1
1
0
万
年
前

榛
名
山
付
近
に
火
山
活
動
が
あ
り
、火
砕
流
で
高
崎
市
域
一
帯
が
覆
わ
れ
た

50
万
年
前

岩
野
谷（
観
音
山
）丘
陵
と
高
崎
市
域
平
野
部
が
は
っ
き
り
と
し
て
き
た

マ
グ
マ
が
噴
出
し
て
榛
名
山
の
活
発
な
活
動
が
始
ま
っ
た

22
万
年
前

榛
名
山
の
山
頂
部
で
大
噴
火
が
あ
り
、火
口
原
湖
の
榛
名
湖
と
な
っ
た

4
万
年
前

榛
名
山
が
活
動
を
再
開
す
る

縄文時代

市
内
の
縄
文
時
代（
中
期
）の
遺
跡
か

ら
出
土
し
た
土
器
な
ど
の
遺
物
に
他

地
域
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、関
東
エ
リ
ア
や
日
本
海
側
と
交

流
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

弥生時代

日
高
遺
跡
に
大
規
模
な
環
濠
集
落
を

見
る
こ
と
が
で
き
る

3
世
紀
後
半
に
浅
間
山
が
大
噴
火
し
、

軽
石
で
日
高
遺
跡
が
覆
わ
れ
た

古墳時代

東
日
本
随
一
を
誇
る
古
墳
県
群
馬
の

中
で
、高
崎
市
は
最
多
の
2
7
4
1
基

が
記
録
さ
れ
、6
3
9
基
が
現
存
。中

国
魏
か
ら
卑
弥
呼
に
贈
ら
れ
た
も
の

と
同
じ
型
の
三
角
縁
神
獣
鏡
が
古
墳

時
代
前
期
の
柴
崎
町
蟹
沢
古
墳
か
ら

出
土
。古
墳
時
代
中
期
に
な
る
と
、墳

丘
全
長
1
7
1
・
5
m
の
浅
間
山
古
墳

な
ど
巨
大
な
前
方
後
円
墳
が
数
多
く

築
造
さ
れ
た
。古
墳
か
ら
は
中
国
や
朝

鮮
半
島
と
の
交
流
を
示
す
副
葬
品
が

数
多
く
出
土
し
て
い
る
。古
墳
時
代
中

期
の
三
ツ
寺
1
遺
跡
・
北
谷
遺
跡
で
大

規
模
な
首
長
居
館
が
造
営
。保
渡
田
古

墳
群
中
の
前
方
後
円
墳
３
基
は
そ
の

首
長
の
墓
と
み
ら
れ
て
い
る

榛
名
山
が
2
回
に
わ
た
っ
て
大
噴
火
し
た

天
武
10
年

6
8
1

山
上
碑
建
立（
放
法
光
寺
僧
長
利
が
亡
き
母
供
養
の
た
め
建
立
）

大
宝
元
年

7
0
1

大
宝
律
令
が
完
成
し
全
国
支
配
の
体
制
が
整
え
ら
れ
た

飛鳥～奈良時代

和
銅
4
年

7
1
1
頃

多
胡
碑
建
立（
多
胡
郡
が
置
か
れ
上

野
14
郡
と
な
る
）

神
亀
3
年

7
2
6

金
井
沢
碑
建
立（
三
家
氏
に
関
わ
る

氏
族
が
先
祖
供
養
と
一
族
繁
栄
の
た

め
建
立
）

天
平
勝
宝

　
　

8
年

7
5
6

こ
の
頃
上
野
国
分
寺
が
建
立
さ
れ
た

七
重
塔
は
高
さ
約
60
ｍ
と
推
計
さ

れ
、1
9
9
8
年（
平
成
10
年
）に
高

さ
1
0
0
ｍ
の
高
崎
市
役
所
現
庁
舎

が
完
成
す
る
ま
で
群
馬
県
史
上
で
最

も
高
い
建
築
物
と
さ
れ
て
い
た
。

天
平
宝
字

　
　

3
年

7
5
9

こ
の
頃
万
葉
集
が
編
纂
さ
れ
、東
歌

に
佐
野
、入
野
、伊
香
保（
榛
名
）の
歌

が
多
数
収
め
ら
れ
た　
　
　

平安～鎌倉時代

天
仁
元
年

1
1
0
8

浅
間
山
大
噴
火

八
幡
荘
な
ど
有
力
な
荘
園
が
形
成
さ

れ
、武
士
団
が
力
を
蓄
え
る

治
承
４
年

1
1
8
0

源
頼
朝
挙
兵
に
東
国
武
士
団
が
参
陣

正
慶
２
年

1
3
3
3

新
田
義
貞
が
八
幡
荘
で
越
後
、甲
斐

の
武
士
団
と
合
流
、鎌
倉
へ
上
り
幕

府
を
滅
ぼ
し
た

室町～戦国～安土桃山時代

応
永
・

正
長
の
頃

1
3
9
4

 

～
1
4
2
9
和
田
氏
に
よ
り
和
田
城
が
築
城
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

永
正
年
間

1
5
0
4

 　
　

～
2
1
長
野
氏
が
榛
名
山
南
麓
で
勢
力
を
拡
大
し
、箕
輪
城
を
築
く

永
禄
9
年

1
5
6
6

武
田
信
玄
の
攻
撃
に
よ
り
箕
輪
城
が
落
城

天
正
10
年

1
5
8
2

織
田
信
長
家
臣
滝
川
一
益
が
箕
輪
城
に
入
城
。本

能
寺
の
変
後
、戦
国
期
の
関
東
最
大
の
合
戦
と
さ

れ
る
神
流
川
合
戦
で
一
益
が
北
条
氏
邦
に
敗
れ

る
。箕
輪
城
が
北
条
氏
の
支
配
下
に
な
る

天
正
18
年

1
5
9
0

井
伊
直
政
が
徳
川
家
康
の
命
令
に
よ
り
箕
輪
城
に

入
城
し
、12
万
石
を
領
す

慶
長
３
年

1
5
9
8

井
伊
直
政
が
箕
輪
城
よ
り
和
田
城
に
移
り
、和
田
を
高
崎
と
改
め
、町
の
区
割

り
を
行
う

寛
永
10
年

1
6
3
3

3
代
将
軍
家
光
の
弟
・
忠
長
が
高
崎
城
内
で
自
刃
。大
信
寺
に
墓
所

承
安
3
年

1
6
5
4

落
合
村
と
笛
木
村
が
伝
馬
役
を
命
じ
ら
れ
新
町
宿
と
な
る

元
禄
3
年

1
6
9
0

田
町
に
絹
市
場
を
設
置

江戸時代

元
禄
8
年

1
6
9
5

大
河
内
輝
貞
が
高
崎
藩
主
と
な
る

天
明
3
年

1
7
8
3

浅
間
山
の
大
噴
火
。大
飢
餓
が
起
こ
る

寛
政
5
年

1
7
9
3

岩
鼻
陣
屋（
代
官
所
）を
設
置

文
久
元
年

1
8
6
1

皇
女
和
宮
、高
崎
城
下
を
下
向

文
久
２
年

1
8
6
2

御
伝
馬
事
件
が
起
こ
る

元
治
元
年

1
8
6
4

高
崎
藩
が
下
仁
田
戦
争
で
水
戸
浪
士
の
天
狗
党
に
敗
れ
る

慶
応
4
年

1
8
6
8

小
栗
上
野
介
が
水
沼
河
原（
現
在
の
倉
渕
町
）で
斬
首
さ
れ
る

明治時代

明
治
2
年

1
8
6
9

版
籍
奉
還
に
よ
り
高
崎
藩
主
大
河
内
輝
聲
が
藩
知

事
と
な
る
。五
万
石
騒
動
が
起
こ
る

明
治
4
年

1
8
7
1

廃
藩
置
県
で
高
崎
藩
は
高
崎
県
と
な
る
。第
1
次
群

馬
県
が
成
立
し
県
庁
が
高
崎
の
旧
城
内
に
置
か
れ
る

明
治
5
年

1
8
7
2

旧
高
崎
城
内
が
兵
部
省
の
管
轄
と
な
る
。東
京
・
高
崎

間
に
郵
便
馬
車
会
社
が
開
業

明
治
9
年

1
8
7
6

第
2
次
群
馬
県
が
成
立
。県
庁
が
高
崎
に
置
か
れ
安

国
寺
が
庁
舎
と
な
る

明
治
10
年

1
8
7
7

新
町
に
官
営
屑
糸
紡
績
所
開
業

明
治
14
年

1
8
8
1

県
庁
が
前
橋
に
決
定
、高
崎
住
民
が
県
庁
の
高
崎
移

転
を
嘆
願

明
治
17
年

1
8
8
4

陸
軍
歩
兵
第
十
五
連
隊
の
創
設
。上
野
・
高
崎
間
の

鉄
道
が
開
通

明
治
22
年

1
8
8
9

町
制
施
行
に
よ
り
高
崎
町
と
な
る
。宮
元
町
に
役
場

を
置
く
。初
代
町
長
に
矢
島
八
郎
就
任

明
治
28
年

1
8
9
5

高
崎
商
業
会
議
所
設
立（
高
崎
商
工
会
議
所
の
前
身
）

明
治
30
年

1
8
9
7

群
馬
県
尋
常
中
学
校
群
馬
分
校（
県
立
高
崎
高
校
の
前
身
）が
開
校

上
野
鉄
道（
現
上
信
電
鉄
）の
高
崎
・
下
仁
田
間
が
全
通

明
治
32
年

1
8
9
9

群
馬
県
高
等
女
学
校（
県
立
高
崎
女
子
高
校
の
前
身
）開
校

明
治
33
年

1
9
0
0

高
崎
市
制
施
行
。宮
元
町
に
庁
舎
を
置
く
。初
代
市
長
に
矢
島
八
郎
就
任
。

戸
数
5
9
2
4
戸
、人
口
3
万
2
4
6
7
人

大正時代

大
正
２
年

1
9
1
3

高
崎
市
内
初
の
映
画
館「
電
気
館
」が
開
館

大
正
12
年

1
9
2
3

関
東
大
震
災
。高
崎
ま
で
避
難
し
救
護
の
対
象
と

な
っ
た
延
人
数
は
8
万
2
千
4
0
0
人
に
及
ん
だ

昭和時代

昭
和
4
年

1
9
2
9

第
1
回
え
び
す
講
廉
売
市
が
開
か
れ
る

昭
和
11
年

1
9
3
6

城
南
野
球
場
が
球
場
開
き
。白
衣
大
観
音
建
立

昭
和
20
年

1
9
4
5

高
崎
が
空
襲
を
受
け
る
。ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
が
終
わ
る
。

高
崎
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ（
群
馬
交
響
楽
団
の
前
身
）が
発
足

昭
和
27
年

1
9
5
2

新
日
本
高
崎
こ
ど
も
博
覧
会
を
観
音
山
で
開
催

昭
和
29
年

1
9
5
4

高
崎
市
役
所
庁
舎
が
高
松
町
に
新
築
移
転

昭和時代

昭
和
32
年

1
9
5
7

高
崎
経
済
大
学
が
開
学

昭
和
34
年

1
9
5
9

市
内
初
の
工
業
団
地「
八
幡
工
業
団
地
」造
成

昭
和
36
年

1
9
6
1

市
制
60
周
年
、水
道
創
設
50
周
年
、群
馬
音
楽
セ
ン
タ
ー
の
落
成
記
念
式
典

昭
和
41
年

1
9
6
6

高
崎
・
前
橋
間
の
バ
イ
パ
ス
の
開
通

昭
和
42
年

1
9
6
7

高
崎
卸
商
業
団
地
が
完
成

昭
和
50
年

1
9
7
5

第
１
回
高
崎
ふ
る
さ
と
祭
り
開
催（
昭
和
60
年
に
高
崎
ま
つ
り
に
改
称
）

昭
和
57
年

1
9
8
2

高
崎
駅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
、高
崎
駅
東
口
広
場
が
完
成
。

上
越
新
幹
線
大
宮
・
新
潟
間
開
通

昭
和
63
年

1
9
8
8

高
浜
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
操
業
開
始

平成時代

平
成
2
年

1
9
9
0

第
１
回
高
崎
マ
ー
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、高

崎
音
楽
祭
開
催

平
成
6
年

1
9
9
4

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ロ
ー
ド
開
通
。高
崎
シ
テ
ィ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
開
館

平
成
8
年

1
9
9
6

ラ
ジ
オ
高
崎
開
局
。市
内
循
環
バ
ス
ぐ
る
り
ん
運

行
開
始
。長
野
新
幹
線
開
業

平
成
10
年

1
9
9
8

高
崎
市
役
所
新
庁
舎
開
庁

平
成
12
年

2
0
0
0

高
崎
市
制
施
行
1
0
0
周
年
記
念
式
典

平
成
13
年

2
0
0
1

特
例
市
に
移
行

平
成
18
年

2
0
0
6

1
月
に
高
崎
市
、倉
渕
村
、箕
郷
町
、群
馬
町
、新

町
が
合
併
。10
月
に
高
崎
市
と
榛
名
町
が
合
併
。

高
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
開
館

平
成
21
年

2
0
0
9

6
月
に
高
崎
市
と
吉
井
町
が
合
併

平
成
23
年

2
0
1
1

中
核
市
に
移
行
。高
崎
市
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
・

中
央
図
書
館
開
館

平
成
26
年

2
0
1
4

高
崎
玉
村
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
開
業
。道
の
駅「
く
ら

ぶ
ち
小
栗
の
里
」開
館
。上
信
電
鉄
佐
野
の
わ
た

し
駅
開
業

平
成
29
年

2
0
1
7

高
崎
ア
リ
ー
ナ
開
館
。子
育
て
な
ん
で
も
セ
ン

タ
ー
開
館
。上
野
三
碑
が
ユ
ネ
ス
コ「
世
界
の
記

憶
」に
登
録

平
成
30
年

2
0
1
8

く
ら
ぶ
ち
英
語
村
が
開
村
。倉
渕
サ
ッ
カ
ー
場
開

場

平
成
31
年

2
0
1
9

く
ら
ぶ
ち
こ
ど
も
天
文
台
開
館

令
和
元
年

2
0
1
9

高
崎
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
が
開
場
。高
崎
芸
術
劇

場
開
館

小栗上野介忠順の墓 榛名湖保渡田古墳群
正始元年銘三角縁同向式神獣鏡

（国立博物館所蔵）

金井沢碑 多胡碑 山上碑
上野国分寺七重塔
復元模型

2代目市役所白衣大観音建立

高崎前橋間のバイパスが完成 郭馬出西虎口門上越新幹線大宮・新潟間開通高崎市制施行100周年記念式典高崎芸術劇場開館
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◆年齢別人口（単位 / 人）◆人口の推移（単位 / 人）

◆外国人住民（単位 / 人）

◆自動車・二輪車保有台数（単位 / 台）

◆高速道路インター利用状況（単位 / 台）

◆ JR各駅1日平均乗車人員数（単位 / 人）

◆上信電鉄1日平均乗車人員数（単位 / 人）

200

150

100

50

0
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

14.014.0 13.013.0

89.589.5

53.553.5

17.517.5 12.512.5 12.512.5

103.5103.5 116.0116.0 116.0116.0 114.5114.5

205.0205.0

◆気温（単位 / ℃）

平成30年　高崎市等広域消防局

平成30年度　市民課

平成29年度　高崎市の統計

190 100 歳以上 25
1,037 95~99 歳 297
3,615 90~94 歳 1,491
6,438 85~89 歳 3,533
8,435 80~84 歳 6,062

11,458 75~79 歳 9,515
13,064 70~74 歳 11,944
13,475 65~69 歳 12,604
10,844 60~64 歳 10,685
10,583 55~59 歳 10,737
12,311 50~54 歳 12,562
14,472 45~49 歳 15,264
13,288 40~44 歳 13,874
11,199 35~39 歳 11,520

9,777 30~34 歳 10,359
8,568 25~29 歳 9,477
8,862 20~24 歳 9,699
8,728 15~19 歳 9,315
8,406 10~14 歳 8,957
7,786 5~9 歳 8,176
7,158 0~4 歳 7,541

30年度

27年度

22年度

17年度

平成7年度

60年度

50年度

40年度

30年度

20年度

10年度

昭和元年度

5万0 10万 20万 30万 40万15万 25万 35万

平成の大合併

昭和の大合併

女

世帯数 総数

男

平成元年度 平成5年度 平成10年度 平成15年度 平成20年度 平成25年度 平成30年度
総数 847 1,792 1,792 3,047 4,178 3,978 5,530
中国 186 368 368 831 1,562 1,424 1,437
フィリピン ー ー ー 674 735 691 881
ベトナム ー ー ー ー ー ー 837
韓国及び朝鮮 455 515 515 526 652 606 462
ブラジル ー ー ー 293 380 259 279
その他 206 909 909 723 849 998 1,634

◆降水量（単位 / mm）

位 置 ・ 広 さ

気 　 候

道 路 ・ 交 通

人 　 口

5,000 5,0000 010,000 10,00015,000 15,000

女性
189,694人

男性
183,637人

総人口 373,331人世帯数 164,963世帯

普通自動車 192,386
軽自動車 103,623
小型二輪車（251cc 以上） 6,109

高崎駅 29,960
北高崎駅 1,580
群馬八幡駅 1,096
井野駅 2,102
高崎問屋町駅 3,514
倉賀野駅 1,808
新町駅 3,689

●市役所の位置 東経 139°00’

北緯  36°19’

●海抜 97.1m

●面積 459.16k㎡

●高崎インター（関越自動車道）
　入車 2,892,299
　出車 2,962,450
●高崎・玉村インター（関越自動車道）
　入車 1,267,454
　出車 1,301,822
●吉井インター（上信越自動車道）
　入車 699,765
　出車 679,798

上信高崎駅 2,215

高崎市

北緯

東経

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0

-5

-10
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

月 快晴 晴 曇 雨 雪

1 5 20 6 0 0
2 9 11 7 0 1
3 5 15 9 0 2
4 4 15 8 3 0
5 3 15 11 2 0
6 3 14 8 5 0
7 2 19 7 3 0
8 1 21 8 1 0
9 0 10 11 9 0

10 2 15 14 0 0
11 7 18 4 1 0
12 3 20 7 1 0
計 44 193 100 25 3

◆天気日数（単位 / 日）

最高気温
平均気温
最低気温
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高崎市の工業の概況

高崎市の卸売業、小売業の概況

産業中分類 事業所数（社） 従業員数（人） 製造品出荷額等（万円）
市計 679 25,317 74,040,032
重化学工業 393 15,846 48,448,497 （石油・石炭含まず）
化学 18 1,459 17,186,205
石油・石炭 1 6 ×
鉄鋼 11 605 2,575,843
非鉄金属 14 553 931,340
金属製品 107 2,927 5,817,653
はん用機器 25 2,580 4,962,314
生産用機器 79 1,796 3,374,172
業務用機器 15 740 1,241,858
電子部品 21 1,800 5,920,174
電気機器 48 1,672 3,735,653
情報通信 5 73 75,553
輸送機器 49 1,635 2,627,732

軽工業 286 9,471 25,397,272 （皮革含まず）
食料品 77 5,767 15,964,349
飲料・飼料 10 531 3,734,999
繊維 16 157 126,219
木材 9 107 162,623
家具 21 188 226,771
パルプ・紙 18 383 974,118
印刷 26 568 1,061,894
プラスチック 43 833 1,442,658
ゴム製品 8 201 245,779
皮革 2 53 ×
窯業・土石 21 335 967,398
その他 35 348 490,464

その他（内訳）
使用料及び手数料 2,744,933 1.7％
地方譲与税 1,316,702 0.8％
地方特例交付金 430,000 0.3％
分担金及び負担金 417,349 0.2％
法人事業税交付金 340,000 0.2％
財産収入 275,537 0.2％
配当割交付金 200,000 0.1％
環境性能割交付金 170,000 0.1％
寄附金 130,005 0.1％
ゴルフ場利用税交付金 120,000 0.1％
株式等譲渡所得割交付金 110,000 0.1％
交通安全対策特別交付金 80,000 0.0％
利子割交付金 60,000 0.0％
国有提供施設等所在市町村助成交付金 30,610 0.0％
繰越金 1 0.0％

その他（内訳）
消防費 4,530,731 2.7％
農林水産業費 2,554,534 1.5％
議会費 696,100 0.4％
予備費 300,000 0.2％
労働費 147,234 0.1％
災害復旧費 5 0.0％

産業中分類 商店数（軒） 従業員数（人） 年間商品販売額（万円）
市計 3,371 28,711 269,106,181
卸売業計 954 10,113 224,871,914
各種商品卸売業 6 96 737,219
繊維・衣服等卸売業 38 271 1,057,317
飲食料品卸売業 198 1,841 16,413,356
建築材料、鉱物・金属材料等卸売業 223 1,658 19,431,162
機械器具卸売業 284 4,076 166,820,871
その他の卸売業 205 2,171 20,411,989

小売業計 2,417 18,598 44,234,267
各種商品小売業 13 1,205 4,355,004
織物・衣服・身の回り品小売業 320 1,745 2,986,966
飲食料品小売業 654 6,869 9,992,872
自動車・自転車機械器具小売業 328 2,507 11,717,092
その他の小売業 1,102 6,272 15,182,333

平成26年度　工業統計調査

平成26年度　経済センサス活動調査

平成27年10月1日
※分類不能は除く

平成27年2月1日　農林業センサス

平成27年2月1日　農林業センサス

産業構造別（単位 / 人）一般会計の内訳（単位 / 千円）

就業人口構成比

第一次産業 5,025 2.92％
第二次産業 47,889 27.83％
第三次産業 119,159※ 69.25％

　　計 172,073 　

専兼業別農家数（単位／軒）

総農家数 3,460
専業農家 1,297
兼業農家 2,163

経営耕地面積（単位／ha）

総面積 3,741
田 1,812
畑 1,340
樹園地 589

経営形態（単位／経営体）

法人 15
地方公共団体・財産区 1
家族経営・法人化していない 113

保有山林面積（単位／ha）

総面積 308,424

市税
60,799,386

（36.7％）

民生費
57,634,697

（34.8％）

商工費
23,918,612

（14.5％）
総務費
16,495,384

（10.0％）

教育費
15,710,012

（9.5％）

衛生費
15,222,990

（9.2％）

土木費
14,643,514

（8.8％）

公債費
13,666,187

（8.3％）

諸収入
24,960,966

（15.1％）

国庫支出金
23,258,881

（14.0％）

地方交付税
13,200,000

（8.0％）

地方消費税交付金
8,300,000（5.0％）

その他
6,425,137（3.9％）

その他
8,228,604

（5.0％）

県支出金
10,585,980（6.4％）

繰入金
5,410,950（3.3％）

市債
12,578,700

（7.6％） 歳入
165,520,000

歳出
165,520,000

高崎市の農業の概要

高崎市の林業の概要

１人あたり・１世帯あたり　市税負担額(単位／円）

１人あたり市税負担額 162,951
１世帯あたり市税負担額 366,147

１人あたり・１世帯あたり　予算額(単位／円）

１人あたり予算額 443,618
１世帯あたり予算額 996,796

産 　 業財 　 政

令和元年12月31日
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高崎市役所（本庁） 高崎市高松町35-1 027-321-1111

倉渕支所 高崎市倉渕町三ノ倉303 027-378-3111

箕郷支所 高崎市箕郷町西明屋702-4 027-371-5111

群馬支所 高崎市足門町1658 027-373-1211

新町支所 高崎市新町3152-1 0274-42-1234

榛名支所 高崎市下室田町900-1 027-374-5111

吉井支所 高崎市吉井町吉井川371 027-387-3111

倉賀野市民サービスセンター 高崎市倉賀野町1900-12 027-320-2133

六郷市民サービスセンター 高崎市下小鳥町76-5 027-360-3130

片岡市民サービスセンター 高崎市石原町3892-7 027-320-1019

京ケ島市民サービスセンター 高崎市矢島町229 027-360-5012

中川市民サービスセンター 高崎市井野町1060-1 027-360-3008

八幡市民サービスセンター 高崎市藤塚町187-1 027-320-1218

中居市民サービスセンター 高崎市中居町3-28-2 027-353-3600

南八幡市民サービスセンター 高崎市山名町155 027-347-8787

高崎駅市民サービスセンター 高崎市八島町222 027-330-3434

箕郷保健センター 高崎市箕郷町西明屋421-7 027-371-9060

群馬保健センター 高崎市足門町1658 027-373-2764

新町保健センター 高崎市新町3154-2 0274-42-1241

榛名・倉渕保健センター 高崎市上里見1072-1 027-374-4700

吉井保健センター 高崎市吉井町吉井472 027-387-1201

高崎市総合保健センター 高崎市高松町5-28 027-381-6111

高崎総合医療センター 高崎市高松町36 027-322-5901

高崎芸術劇場 高崎市栄町9-1 027-321-7300

群馬音楽センター 高崎市高松町28-2 027-322-4527

高崎シティギャラリー 高崎市高松町35-1 027-328-5050

高崎市少年科学館 高崎市末広町23-1 027-321-0323

高崎市文化会館 高崎市末広町23-1 027-325-0681

箕郷文化会館 高崎市箕郷町生原922-1 027-371-7211

新町文化ホール 高崎市新町3190-1 0274-42-9133

榛名文化会館（エコール） 高崎市上里見町1072-1 027-374-5001

吉井文化会館 高崎市吉井町吉井285-2 027-387-3211

TAGO STUDIO TAKASAKI 高崎市あら町5-3 027-395-0044

高崎市美術館 高崎市八島町110-27 027-324-6125

高崎市タワー美術館 高崎市栄町3-23 027-330-3773

高崎市山田かまち美術館 高崎市片岡町3-23-5 027-321-0077

群馬県立近代美術館 高崎市綿貫町992-1 027-346-5560

群馬県立歴史博物館 高崎市綿貫町992-1 027-346-5522

高崎市染料植物園 高崎市寺尾町2302-11 027-328-6808

高崎市歴史民俗資料館 高崎市上滝町1058 027-352-1261

高崎市観音塚考古資料館 高崎市八幡町800-144 027-343-2256

群馬県立土屋文明記念文学館 高崎市保渡田町2000 027-373-7721

群馬県立日本絹の里 高崎市金古町888-1 027-360-6300

かみつけの里博物館 高崎市井出町1514 027-373-8880

高崎市榛名歴史民俗資料館 高崎市榛名山町138-1 027-374-9761

多胡碑記念館 高崎市吉井町池1085 027-387-4928

吉井郷土資料館 高崎市吉井町吉井285 027-387-5235

倉賀野古商家おもてなし館 高崎市倉賀野町2010-6 027-381-5311

観音山キャンプパーク・ジョイナス 高崎市乗附町4045 027-328-6600

くらぶち英語村 高崎市倉渕町川浦1414-1 027-384-4508

市民活動センター・ソシアス 高崎市足門町1669-2 027-329-7114

高崎電気館 高崎市柳川町31 027-395-0483

市立中央図書館 高崎市高松町5-28 027-322-7919

市立箕郷図書館 高崎市箕郷町西明屋299-1 027-371-4486

市立群馬図書館 高崎市足門町1667-1 027-372-6644

市立新町図書館 高崎市新町3126 0274-42-3100

市立榛名図書館 高崎市下室田町900-4 027-374-2212

山種記念吉井図書館 高崎市吉井町吉井285-5 027-387-7249

中央公民館 高崎市末広町29 027-322-5071

高崎市等広域消防局 高崎市八千代町1-13-10 027-322-2391

総合福祉センター 高崎市末広町115-1 027-370-8822

ハーモニー高崎ケアセンター 高崎市柴崎町1746-1 027-346-8109

吉井福祉センター 高崎市吉井町吉井495 027-381-8330

南八幡ふれあい館 高崎市山名町155 027-347-8788

倉渕福祉センター 高崎市倉渕町岩氷19-1 027-378-3440

箕郷福祉会館エスポワール 高崎市箕郷町生原74 027-371-6868

群馬福祉会館 高崎市棟高町977-1 027-350-3200

榛名福祉会館 高崎市下室田町900-4 027-340-5350

シルバーセンター田町 高崎市田町71 027-393-6105

子育てなんでもセンター 高崎市田町71 027-393-6101

城南野球場 高崎市下和田町2-12 027-322-4135

高崎市ソフトボール場 高崎市井出町926-2 027-393-6571

浜川競技場 高崎市浜川町1486 027-344-1855

高崎アリーナ 高崎市下和田町4-1-18 027-329-5447

中央体育館 高崎市栄町11-1 027-322-0267

浜川体育館 高崎市浜川町1487 027-344-1551

浜川運動公園 高崎市浜川町1487 027-344-1855

観音山公園 高崎市石原町2740-2 027-386-9005

くらぶちこども天文台 高崎市倉渕町水沼2930 027-386-6837

相間川温泉「ふれあい館」 高崎市倉渕町水沼27 027-378-3834

はまゆう山荘 高崎市倉渕町川浦27-80 027-378-2333

榛名湖温泉ゆうすげ元湯 高崎市榛名湖町846-3 027-374-9211

牛伏ドリームセンター 高崎市吉井町多比良4373-1 027-387-9111

吉井物産センターふれあいの里 高崎市吉井町池1944-4 027-388-3600

道の駅「くらぶち小栗の里」 高崎市倉渕町三ノ倉296-1 027-384-8282

主 な 施 設
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